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① 設置の趣旨及び必要性 
 
１．学校法人池坊学園の沿革と建学の精神 
 
（１）池坊短期大学の沿革 
 池坊短期大学は、５５０余年の歴史と伝統を有する「華道家元池坊」に由縁する。華道

を基軸とし、長い歴史と文化の視座をもって「日本文化の哲理を理解し美的情操を身につ
けた人材を育成する」ことを目的に、「和と美」を建学の精神として「学校法人池坊学園
短期大学」（昭和２７年、１９５２年）は設立された。日本文化の揺籃の地である京都の
中心、京都市下京区室町通四条下る鶏鉾町にある。 
 建学の精神「和と美」とは、調和あるものは美しく現れ、美しさは調和的であるという
ことを意味する。人間は、自然に育まれ、自然とともにありながら、また自然を作り変え

る文化的営為（対話）なしに生きることのない存在である。その文化的営為と精神性が、
関わるものすべてにおいて、いかに調和的でありうるのか。「いけばな」は、この問いに、
日本文化固有の繊細さと奥深さをもって応えてきた。すなわち、手折られる花にあらゆる
いのちへの祈りを込めて「いける」心と行為は、自然のいのちを文化のいのちとして新た
に造形してゆくことである。それは、人間がその生命を生き、生活、環境、文化を通して
形成されるとともに、また生活、環境、文化を構築していく姿勢そのものである。 

 この「いけばな」に基づく日本文化固有の調和的・美的精神世界を示す「和と美」は、
多元的かつ多様なものの共存・共生、より大きく深い対話、協調が求められる現代の日本
社会、国際社会において、未来の創造へ寄与し貢献する根源的な価値である。日本文化固
有の歴史と伝統を護りながら、同時にこの根源的な価値の普遍性を体現し、啓蒙しうる人
材を育成することは、高等教育機関として、本学であるがゆえに担いうる使命である。 
 

 
（２）本学の役割と社会的意義 
 本学の所在する「京都」は、１２００年に及ぶ歴史に支えられた文化の伝承によって、
我が国の文化全体に感化を及ぼしてきた。それは、京都が絶えざる革新と創生によって、
未来への道を切り拓いてきた歴史を示している。本学もまた、日本の伝統文化を基軸とし
た高等教育機関として、日本文化の知行を合一した教育を普及させるとともに、その中核

たる「和と美」の精神の固有性と普遍性を訴求して、未来の伝統を創造していく役割を担
っている。 
 既存の２学科（文化芸術学科および環境文化学科）においては、建学の精神である「和
と美」のもとに、人間の生命活動を生活・文化形成活動の根本と捉える。そこから派生す
る諸環境に調和ある美、美しさの調和を見出し、かつ新たに創造する力をもって社会に貢
献できる人材を輩出することを目的としている。 

 「和」とは「和を以て貴しと為す」為政の人倫、また日本の文化伝統における自ずから
調和した姿にあらわす観照力、創造力、総合力であり、「美」は「和」の形象化である。す
なわち、本学の精神は、和のこころを美にあらわし、美を以て和を知ることが真の教養で
あるとする考え方である。そのため、学則にあっても、文化芸術学科においては、「文化」
を人間が過去から現代までに創りだした形あるもの、およびその創作をもたらす精神活動
や生活活動そのものであり、その基盤の上に創造的な営為をつみあげるのが「芸術」であ

ると捉え、この人間活動としての「文化」と様々な価値を付され形成される「芸術」を学
び、それを基礎とした新たな創造力の涵養を目的とする。加えて、多様な文化に対する寛
容と共働の精神を有して、自己を表現・発信できる人材を育成するとしている。また、環
境文化学科においては、「環境」を自然、社会、人文などにわたるものと捉え、くらしを
取り巻く「環境」に現れる美のあり方を探求し、それを踏まえて新しい生活文化の創造に
資する能力の開発を目的とする。これに応じて、現代の様々な「環境」に関わる基礎的な

専門知識と、自らの「環境」を生み出す高度な技術の習得によって、自己を取り巻くすべ
てのものと調和し、そこに様々な美を見出し、創り上げる力をもって社会に貢献できる人
材を育成するとしている。 
 本学では、人間の生命活動=生活・環境・文化形成活動に対して、全人的な教養教育とと
もに専門の学修体系を形成するコースを主として生活科学の観点から以下のとおり設置し
てきた。 
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（３）本大学の建学の精神に基づく教学設置体系図 
 

 本学の建学の精神にもとづく教学設置体系は、「和と美」を全学必修のいけばなの学
習を基軸とする。生活・環境・文化形成の活動は、人間の生命活動全体であり、いけば
なの学習はそのすべてを包括するものであるからである。その上に、本学諸コースの専
門教育を生活・環境・文化形成活動の具体的な学修分野として、生活科学の観点から体

系化してきた。ここでいう生活科学の観点とは、１）生活経営（働くということ）、２）
生活環境（生きるということ）、３）生活文化（総体・基盤）の三つである。１）生活
経営は、ライフスタイル、ニーズ、嗜好、分析の学びであり、生きるうえでの価値観の
醸成・生活設計、運営を指す。２）生活環境は、児童から高齢者までの社会福祉、社会
環境の観点で人間相互の社会的幸福、公共性を考えることである。３）生活文化は、生
活経営、生活環境の総体でもあり、基盤ともなる生活習慣や歴史、文化背景等であり、

人間の営みに関わる総体的な学びである。この三つの生活科学的観点を、全学共通の教
養科目、ならびに学科・コースの専門の学びの基礎科目として構成し、さらに専門教育
科目を積み上げる形で体系化してきた。 新設の幼児保育学科は、この体系の中で人間
の命をいかに守り、人生初期の人間形成に役割を果たすかという直接的な生命活動の展
開に関わる分野であり、この設置をもって、生命を核とする生活・環境・文化という本
学の教育目的が、学修として明確になることになる 

 

 

 
 
２．幼児保育学科の設置理由と必要性 
 
（１）子どもを取り巻く社会的な背景 
 子育ての現状はきわめて厳しくなっている。第一に、核家族化の形態が定着し、都市へ

の人口集中は止まらない。女性の生き方が多様化するにもかかわらず、子育ての助け手が
ないまま、孤立する母親が育児の担い手とならざるをえない状況である。このため、保護
者の労働時間や労働形態の多様化、労働条件の変化などから、保育ニーズは多様化してき
ている。このことは、幼児教育にも多大な影響を与え、延長保育や２歳児保育など幼児教
育の対象年齢の拡大や預かり時間の拡張など幼児教育も大きく変化をしてきている。特に
特別支援教育の開始以来、子どもの持つ能力の多様性に対して個別に対応していくことが
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求められている。このように、幼児教育においてもニーズが多様化している。 
第二に、より深刻な問題が生じている。「子どもの虐待」と「子どもの貧困」である。

子どもの虐待事例は年々増加しており、我が国では平成２５年度に７万件を超し、毎年約
１００人の子どもたちが虐待等による命を失っていることになる。子どもの相対的貧困率
は平成２１年には１５．７％でＯＥＣＤの平均以上となり、大人が１人世帯（父子ないし
母子家庭）の相対的貧困率は５０．８％でＯＥＣＤ加盟国中第１位（「平成２５年版子ど

も・若者白書」内閣府より）でこの割合は年々増加をしている。こうした子どもの虐待と
貧困は、就学ばかりではなく、子どもの生活栄養や医療などにも多大な影響を及ぼすが、
両者の相関的な因果関係も指摘されている。つまり、現在の日本社会において、大人たち
は子どもの命を守れず、子どもの身体的な発達を保証し、人格の形成－心を育むこともで
きず、そのような状況下で生きなければならない子どもたちが増加しているということに
なる。 

 
 このような社会的背景に鑑みて、子どもの命と心を守り健やかに育てるという本来の教
員や保育者の使命を根源的に自覚し、常に子どもと向き合うことのできる保育力や教育力、
また同時に、保護者の多様なニーズに応え、子どもと保護者をともにサポートしケアして
様々な不安を解消し、地域と連携できる保育力や教育力を持った人材の養成が急務である。 
 

（２）京都市、京都府の状況 
 池坊短期大学が位置する自治体（京都府・京都市）である京都府では、「京都府子育て
支援条例（２００７(平成１９年)）」を施行し、それに基づいて施策を実施している。京
都市では、「京都市子育て支援総合センターこどもみらい館」に代表されるように教育・
福祉・保健医療が総合的に連携し、さらに家庭育児の教育支援活動等を含めた総合的な乳
幼児の子育て支援策の取り組みが計画・推進されている。 

 現在、京都市の待機児童は、平成２６年度には０（ゼロ）となっているが、同市は、こ
の状況を継続させ維持するために、平成２７年４月までに保育所の新設４カ所、増改築９
カ所を予定しており、この年度以降も新設・増設を計画している。さらに、保育士の加配
や処遇改善なども実施しており、幼稚園教諭や保育士の需要は増加することが見込まれる。 
 
 なお、新学科設立に先立ち、本学では、近隣地域の保育ニーズ等に応えるため、京都市

の要望もあり、都市型の保育園を学園併設として平成２５年４月に「社会福祉法人むろま
ち会池坊保育園」を開設した。この保育所でも、本学の建学の精神である「和と美」を人
間形成の基礎とする方針を取っており、いけばなを保育に組み込んでいる。このため、新
学科設立の折には、学生たちの保育実践の場としても重要な位置づけとなる。 
 
 

（３）本学の建学の精神との関連 
 本学の建学の精神である「和と美」の源流は「人間の人間たる生命の営み、存在そのも
の」であり、その精神性は文化の醸成を通して、あらゆる環境・活動を包含するものであ
る。日本社会が永い年月の間に培ってきたその奥深い精神の固有性と普遍性を伝承し、革
新してゆくことは、わが国の教育にとって非常に重要である。精神性の醸成は乳幼児期に
育まれることは社会的にも周知の事実であり、「和と美」のもつ日本人としての、かつ人

間としての精神性を理解、伝達できる人材の育成を担う使命があり、本学が貢献できるゆ
えんと考えている。 
 このことから、新設する学科では、建学の精神である「和と美」の本質を学び実践し、
そのことを伝えていくということを目的とする。すなわち、本学の建学の精神の根本的な
構成である「生命」「生活」「環境」「文化」の本質を修得し、本学の精神を自分の生活や
社会で実践することを可能にし、さらにその精神を必ず次世代に伝えていくということで

ある。特に、新設学科では、「生命」を守り育てるための「生活」、「環境」を考え、形づ
くり、そこから「文化」を伝え新たに創造していく人材の育成を使命と考える。なぜなら、
そのような保育・幼児教育を受けた子どもは、自らまた、子どもなりの文化、生活、環境
を考え、つくり出していく力を備えるであろうし、保護者や周囲の大人たちも、その子ど
もたちの姿を通して、生活や環境、文化を考えることになるからである。 
 この本学の建学の精神を中核として学ぶことは、幼稚園教諭や保育士など全ての子ども

に係わる人たちの第一義である「子どもの命を守る」ということと同義である。子どもの
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命を守るということは、物理的な生命を守るとともに心を守るということである。人間の
命とは、心身がともに生きてこそ在るものであり、したがって、「子どもを守り育てる」
とは子どもを心身丸ごと守り活かすことなのである。教育者や保育士にとって、それは、
最も重要な役割であり、その役割を自覚した教諭や保育士を育成することは、急務である。
本学にはその任務に応えうる根幹精神の蓄積があるものと考える。 
 

 以上の理由から、本学では、幼児保育学科を２０１６（平成２８）年４月１日に開設す
る。 
 
 
３．養成する人材 
 

（１）養成する人材 
 幼児保育学科において養成する人材は、建学の精神である「和と美」を理解し実践でき
る人材及び「子どもの命を守る」ことを実践できる人材を養成することが第一義であるこ
とはいうまでもないが、同時に幼稚園教諭養成と保育士養成という重要な役割がある。そ
こで、建学の精神の具現化、ならびに保育士や幼稚園教諭の資質から、新設学科で養成す
る人材の特徴は以下とする。 

 
 ａ．伝統文化を伝承し、創造的に活かせる人材 
 本学の建学の精神を理解し実践し、さらに自ら創造的に活かせる人材を養成する。その
具体的教育の柱がいけばなの必修設定である。いけばなは、花という自然の命を創造とい
う文化行為において活かし直す伝統である。生ける行為のなかに、自然の命を見つめ、自
己を振り返り、生かし生かされる関係を感じ、人と人との関わりを思いみるという広義の

人格陶冶、命の直観、造形による創造力の体感的教育など、さまざまな要素を織り込んで
発展してきた。現在の教育界では、伝統文化の重要性が見直されており、小中学校では音
楽で和楽器が、体育では柔道だけではなく日本古来の武道も指導されるようになっている
が、正課として授業体系化し、伝統文化を現代教育に生かしているのは本学固有の大きな
強みである。 

さらに、華道および同様に正課として導入している茶道の教育は、現代の子どもたちや

青年が抱えている問題、人と人との関係性やコミュニケーション能力、ソーシャルスキル
の獲得にも重要な手段となる。すでに述べてきている通り、華道は、「和と美」の重要性
を体現するが、茶道も、空間内全体の関係性を重要視し、そこでのコミュニケーションが、
無言の所作のやり取りを含めて重きをなす。華道や茶道は一見すると形式のみのようにと
らえられがちであるが、実はその奥底には、人と人との関わりを重要視する大きな視点が
あるのである。 

 他方、華道や茶道等の伝統文化の持つ形式は、形から入って心身を律するという体験的
方法が、現在保育や幼児教育で重要視されている特別支援教育対象の子どもたちやメンタ
ルに問題を抱えた子どもたちの保育や教育にも重要な示唆を与える。彼らは、ルーティー
ンの活動には安定感をもち、安定することによって様々な学びを獲得することができると
いわれている。つまり、形式から入るという方法論は、彼らにも受け入れやすく、ある程
度の経験を積むことによって、彼らの自己の内面を表出しやすくなると考えられるからで

ある。 
 このように、本学の建学の精神を形づくる華道や茶道等の伝統文化の伝承は、人間個人
の内面をも豊かにし、自分自身を含めて、生きていくなかで出会うすべてのものをより広
く深く受け止め、関わっていくことにつながるのである。本学では、伝統文化の精神を受
け継ぐとともに発展させ、新たな未来を創造できる力を持ち、かつその力で保育・教育に
当たることのできる人材を育成する。 

 
 ｂ．人格形成の基礎の確立を援助・指導できる人材 
 乳幼児期は、人間形成－人格形成の基礎を確立する最も重要な時期である。この時期に、
年齢的な発達を踏まえた実際的な援助を受けるとともに、情緒面において喜怒哀楽を豊か
に過ごした子どもは、将来壁にぶつかったとしてもそれに打ち勝つと言われるし、豊かな
人格を形成するとも言われている。家族や周囲の人間が笑うことをしないと笑顔を覚えな

い、歩行練習やトイレットトレーニングなどを適切に行わないと、基本的な生活習慣が身
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につかない、などは好例であろう。また、この時期の子どもは、自分の周りの人間関係を
基本に、遊びなどを通して子ども社会を形づくり、様々なことを学んでいく。しかしなが
ら現在は、子どもが自発的に子ども同士の集団を作ることが難しい時代になっている。そ
のため、子どもたちの状況や状態を把握し子ども同士を関わらせるように大人が子どもと
かかわることが重要となっている。つまり、子どものことを明確に知り、そしてそれぞれ
の子どもに合った援助・指導ができなければ、人格形成によい影響を与えることができな

くなっている。 
  ところで、人格形成の基本は、教育と保育の第一義である「子どもの命を守ること」
である。というのも、が「生きていること」がすべての基礎だからである。それにもかか
わらず「生きること」が難しくなりつつあるのが現在である。虐待により毎年１００人前
後の子どもが命を落としている状況、しかも、まわりの大人たちが少し注意をすれば救え
たといわれている状況は、その証左である。これは、子どもをひとりの人間として尊重で

きていないということである。教育者や保育者は子どもを、未熟ではあっても、人格を持
ったひとりの人間として尊重し、守り育てていく意識と責任を担わなくてはならない。子
どもなりの考え、思い、個性を、子どもの視点に立って尊重していくことは、子どもの性
別、人種の違い、障害の有無など－を様々な個性として尊重することにも結びついていく。 
 このように、この時期は子どもにとっても大切な時期である。この時期の保育や教育を
担う保育士や幼稚園教諭を養成するためには、子どもの専門家としての知見や能力を備え

ることのできる教育・学習が必要である。 
 
 ｃ．家庭・地域との連携ができる人材 
 本学が所在する京都市の子育て支援は、待機児童ゼロ化を目指した計画（現在、待機児
童ゼロを達成）や乳幼児の子育て支援の総合的推進のための５つの共同機構による具体的
かつ総合的な家庭教育支援活動等の取り組みとして実施されている。国も子育て支援の政

策に力を入れようとしている状況である。こうした取り組みや政策を反映して、保育士や
幼稚園教諭の役割への要請は、子どもに対する直接的な保育・教育から、保護者への支援
や地域における子育て支援にまで広がりつつある。 
 このような要請に応えるためには、子育ての専門家である以前に、一人の社会人、人間
として、信頼に値する有用な力、常識を身につけていなければならない。こうした観点か
らの人材育成をも射程に入れる必要がある。 

 
（２）想定される進路 
 新学科では、建学の精神を理解し実践できる人材の養成に併せて、保育や幼児教育現場
において子どもたちの年齢や発達段階、性別、障がいの有無等の様々な個性を認め、子ど
もたちが喜怒哀楽の感情を自由に表し、時間・場所を共有して生き、そのための試行錯誤
の連続を見守りかつ支援ができ、さらに保護者への対応・援助ができる専門性を有する人

材の養成を目指している。 
 進路先としては、主として、保育所、幼稚園、認定子ども園などであるが、乳児院や児
童養護施設や各種障がい児施設などの児童福祉施設等、さらに各自治体の子育て支援関連、
また子ども関連の企業など、子どもに関連した広範囲な進路を想定している。 
 
 

４．本学科における教育研究上の理念 
 
（１）教育研究上の理念 
 池坊短期大学では、「和と美」の精神を体現し、和の心を形に表現し、表現された形を
通して心を感得できる人材の育成を目指している。 
 したがって、幼児保育学科では、「子どもの命を守り育てる」心、すなわち、子どもが

好きで、子どもと触れ合い、見守り、個性を見定めながら、すこやかな成長を促していき
たいという願いを持っていること、そして、その願いを専門的知識と技能によって、教育
・保育の場に実践していける人材を育成することが、教育研究の理念である。 
 
（２）教育研究上の到達目標 
 本学科では、学生の教育と研究は車の両輪と考えており、研究を実施するにあたっては、

研究を奨励するための仕組みづくりや研究成果・発表の場を考える。現在ある華道文化研
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究所（２０１５年度４月「和と美の文化研究所」に改称予定）や文化環境学会の活用とと
もに、外部学会等種々の発表の場での公表についても検討をしていく。なお、本学科では、
「学科紀要」や「保育・教育実践報告集」などの年次刊行物を刊行する。 
 研究上の数量的具体的目標については、「いけばなと子ども」をはじめとして、いけば
なと幼児教育関係のテーマを接続した研究・実践を主要テーマとして立案し毎年研究成果
を公表する。基本的には、年に１論文（紀要を含む）または学会発表１本以上、展覧会や

発表会を年１回以上、さらに科研費の連続的な申請、各研究分野による独自の発表形式な
どを奨励する。 
 
 
 
 

 
② 学部・学科等の特色 
 
 平成１７年１月に中央教育審議会の答申「我が国の高等教育の将来像」「第２章 新時
代における高等教育の全体像」において、各高等教育機関の個性・特色の明確化が提言さ
れ、さらに、その答申では、大学の機能として「世界的研究・教育拠点」、「高度専門職業

人養成」、「幅広い職業人養成」、「総合的教養教育」、「特定の専門的分野（芸術、体育
等）の教育・研究」、「地域の生涯学習機会の拠点」、「社会貢献機能（地域貢献、産学官
連携、国際交流等）」の７点を挙げている。 
 本学科は、二年生の短期大学であり、保育士や幼稚園教諭になるための資格取得教育と
いう実学的教育から、「幅広い職業人養成」に重点を置く学科である。将来的には、「社
会貢献機能」にも力点を置きたいと考えている。 

 
 上述の本学科の大学の機能や、本学科が養成する人材像に基づき、本学科の特色は以下
とする。 
  
１．伝統文化の創造的伝承能力の育成 
 本学科では、建学の精神である「和と美」を理解し実践するために、「いけばな」「茶

道」を中心に伝統文化の伝承を実践し、保育・教育に創造的に活かす能力を育成する。こ
れは同時に、人と人、人と社会といった具体的関わりや現実の生活の中で、職業人として、
また市民として地域社会に参画・貢献できる能力の育成も意味する。 
 
２．子どもの命を守り、子どもを人間として尊重する能力の育成 
 教育と保育の第一義は、「子どもの命を守ること」であり、一人の個性ある人間として

子どもを尊重することである。そうした能力の育成は、保育士や幼稚園教諭の養成におい
て最も重要である。これは、性別、人種、障害など子どもの様々な属性を尊重することで
ある。 
 
３．子どもの様相の理解や活用する能力の育成 
 幼稚園教諭や保育士の資質のひとつは、子どもの発達の様相を理解することである。子

どもは、周囲の大人との関わりを基本としながら、子ども同士の関わりを発展させ、社会
性を獲得して心身を発達させていく。しかし、近年、問題化されるように、自分とは異な
る人々や集団へのコミットに困難を抱える人々が増加している。本学科では、自分と異な
る意見や価値観を尊重し、理解し、コミットしていける幼稚園教諭と保育士を育成する。 

また、幼児期においては「遊び」が重要である。現在の子どもの遊びの主流はコンピュ
ーターゲームなどであり、学生もこの観は否めない。自然の中での遊び、広場での遊びに

ついてはほとんど経験を持っていない。本学科では、こうした経験を持ち、伝えられる幼
稚園教諭と保育士を養成する。 
 
 
４．コミュニケーション能力とソーシャルスキルなどの習得 
 幼児期は、身近な大人集団などから子ども同士の仲間集団を発達させ、社会性を獲得し

ていく重要な時期である。その際に重要な役割モデルとなるのが、保護者及び保育士や幼
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稚園教諭である。しかし、近年、その役割モデルたる保護者及び保育士や幼稚園教諭のコ
ミュニケーション能力不足が指摘されている。言葉が乱暴であったり、挨拶ができなかっ
たり、人の話を聞けなかったりという事例の報告がきわめて多い。本学科では、子どもば
かりではなく、保護者や地域の人たちとも積極的にコミュニケーションを図り、地域の子
育て支援の中心的存在となり得るコミュニケーション能力とソーシャルスキルを持った幼
稚園教諭と保育士を育成する。 

 
５．社会人としてのスキルの習得 
 保育士や幼稚園教諭は、子どもや保護者のひとつの模範である。学生が保育士や幼稚園
教諭の資格・免許を取得するまでに、手遊びや読み聞かせなどの技術的なスキルとともに、
大人・社会人としてのスキルを習得することについても重視する。資格取得においては、
知識や実技の能力などを習得することが第一義である。しかしながら、関わる対象が子ど

もたちだけにとどまらず、保護者や地域社会との関係を含めてひろがりを持つ職業である。
したがって、職業人や社会人としての能力の習得も同時に必要である。 
 
６．家庭・地域との連携ができる能力の育成 
 現在、国や各自治体において育て支援の政策が目白押しに打ち出されている。その子育
て支援の要素として重視されるのが、幼稚園教諭や保育士の子育てに関する専門性である。

本学科では、そうした専門性を育成するために、地域・家庭との連携における基礎的知識
や応用力を習得することも重要と考えている。 
 
 
 
 

 
③学部・学科等の名称及び学位の名称 
 
  
 学科の名称は「幼児保育学科（Department of Early Childhood Education and 
Care）」とする。さらに、学位の名称は、本学科の教育課程の編成などに基づき、「幼児

保育学（Associate of Childhood Education and Care）」とする。 
 
 学科名称：幼児保育学科       英語名(Department of Early Childhood 
Education and Care) 
 学位名称：短期大学士（幼児保育学） 英語名(Associate      of Early Childhood Education 
and Care) 

 
  
  

この名称は、本学科の教育研究上の最重要目的に合致する。幼児教育学と保育学を専門
とする教育内容を容易に想像でき、幼稚園教諭ならびに保育士という目指す資格のイメー
ジも浮かびやすい。したがって、幼児教育や保育の現場を目指す学生に受け入れられやす

く、志願者を送り出す高校の進路指導者、また実習施設や就職先等の担当者にも理解され
やすいという理由により選定した。 
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④ 教育課程の編成の考え方及び特色 
 
１．教育課程編成の基本体系 
 
 本学科では、建学の精神をふまえた保育・幼児教育の専門職を養成するために、教育課
程全体を系統的・体系的に設定し、学生を指導する。具体的には、本学科の教育課程全体

を「教養教育科目の分野」と「専門教育科目の分野」により編成し、それぞれ科目区分を
設定する。 
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２．科目区分の設定理由とその特徴 
 
 科目区分の設定は、本学で養成する人材像（①伝統文化を伝承し、創造的に活かせる人
材、 ②人格形成の基礎の確立を援助・指導できる人材、③家庭・地域との連携ができる
人材）及び学科の特色（１．伝統文化の創造的伝承能力の育成、２．子どもの命を守り、
子どもを人間として尊重する能力の育成、３．子どもの様相の理解や活用する能力の育成、

４．コミュニケーション能力とソーシャルスキルなどの習得、５．社会人としてのスキル
の習得、６．家庭・地域との連携ができる能力の育成）をもとにした幼稚園教員や保育士
を養成するために、以下のような科目区分を設定する。 

なお、本学の基本である養成する人材像の①、学科の特色の１は、全ての授業の基盤を
なしている。また、学科の特色の４に関しては、講義においてもアクティブラーニングを
基本的に取り入れる等、授業内でのコミュニケーションを重要視する形で実現している。 

 
（１）教養教育科目の分野 
 中央教育審議会答申「新しい時代における教養教育のあり方について」に述べられてい
る教養教育の重要性や意義と、本学科で養成する人材像（①伝統文化の伝承できる人材、
③家庭・地域との連携ができる人材）及び学科の特色（１．伝統文化の伝承能力の育成、
２．子どもの命を守り、子どもを一人の人間として尊重する能力の育成、３．子どもの様

相の理解や活用する能力の育成、５．社会人としてのスキルの習得）から、本学における
教養教育の基本を「人間教育」と設定する。私たちはヒトとして生まれて人間として成長
するが、ヒトから人間に変化するためには、学校・社会における様々な教育が必要である。 
 そこで、本学科では、伝統文化を中心とした教養教育である「伝統文化科目」と社会人
としての教養を重視した「教養基礎科目」を、教養教育科目として設定する。 
 

 ａ．伝統文化科目 
伝統文化科目は、日本の伝統文化について「いけばな」「茶の湯」を中心に、その基礎

から応用までを学ぶ科目群である。 
 本学では、伝統文化のうち＜華道＞の領域から「いけばなと現代生活Ⅰ」「いけばなと
現代生活Ⅱ」「いけばなと現代生活Ⅲ」「いけばなと現代生活Ⅳ」、＜茶道（表千家・裏千
家）＞の領域から「茶の湯と伝統文化Ⅰ」「茶の湯と伝統文化Ⅱ」「茶の湯と伝統文化Ⅲ」

「茶の湯と伝統文化Ⅳ」を設定し、さらに、「比較文化論」で日本文化固有の考え方や見
方、ふるまい方などを他文化との比較において学べるように設定した。 
 
 ｂ．教養基礎科目 
 教養基礎科目は、社会人に必要な基本的な知識や技能などを学ぶ科目群である。建学の
精神に基づいて、社会人になるために重要な教科と、幼稚園教諭及び保育士に必要な教養

教育から構成している。 
 社会人になるための基礎教育としては、こころをかたちに表しかたちを通してこころを
知るための考察技法を学ぶ「気づきと思考力」、保育士や幼稚園教諭になるための過程と
社会人としてライフプランニングを中心に学ぶ「キャリアプランニング」、文章の構成や
読解など表現力の基礎を養う「リーディング＆ライティングスキル」、現代社会における
多様な人間の共存、共働の意義と問題を学ぶ「社会と共生」の４科目を設定した。幼稚園

教諭及び保育士に必要な教養教育としては、日本社会の根幹である憲法を学ぶ「憲法」、
情報化社会に必要な情報機器の操作などを習得する「情報処理演習」、子どもと係わる際
に重要となる身体と運動の関係を学び、さらに自己の健康管理をできるようにする「体育
実技」「体育理論」、国際化時代の基礎的な語学力を修得する「英語」の５科目を設定し
た。 
 

（２）専門教育科目の分野 
 専門教育科目は、本学科で養成する人材像（②人格形成の基礎の確立を援助・指導でき
る人材、③家庭・地域との連携ができる人材）及び学科の特色（２．子どもの命を守り、
子どもを人間として尊重する能力の育成、３．子どもの様相の理解や活用する能力の育成、
４．コミュニケーション能力とソーシャルスキルなどの習得、５．社会人としてのスキル
の習得、６．家庭・地域との連携ができる能力の育成）から、専門領域の知識・技能等を

総合的に習得できるように、「基礎技能科目」「教育及び保育の本質科目」「教育及び保
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育の対象の理解科目」「教育及び保育内容・方法科目」「演習科目」「実習科目」の６科目
領域とし、体系的・系統的に編成する。この６科目領域のうち「教育及び保育の本質科目」
「教育及び保育の対象の理解科目」「教育及び保育内容・方法科目」においては、基礎的
・基本的な科目と考えられる「基礎的科目群」と、それらをもとに発展した応用的・専門
的な科目と考えられる「発展的科目群」とを編成する。 
 本学科では「伝統文化を伝承し、創造的に活かせる人材」の養成を第一義に掲げており、

基本的には全ての専門教育科目において「伝統的文化」について言及する。伝統文化のう
ち「いけばな」や「茶の湯」などは、教養教育科目において独立した科目群として設定し、
伝統文化の基礎や基本を学修する。それ以外の地域の祭りなどの伝統行事、伝承遊び、わ
らべ歌などの伝統文化については、専門教育科目の各科目の特性を活かし各科目ごとに様
々な視点から学修する。「教職論」「教育方法論」で伝統文化を教える意義や方法につい
ての基本的なことを学び、５領域の演習ではわらべ歌や伝統遊びなどを学修し、その集大

成として「表現演習Ａ・Ｂ（いけばな）」「教職実践演習」を設定した。 
 
 ａ．基礎技能科目 
 基礎技能科目は、幼児教育・保育を実践する際に必要となる基本的な知識や技能などを
学ぶ科目群である。本学科では、本学科の養成人材像や学科の特色、養成課程から特に重
要と考えられる「国語」「音楽」「造形」「幼児体育」の４科目を設定する。 

 「国語」は、読む・聞く・書く・話すという言語活動うちの特に表現活動に主眼をおい
て学ぶ科目である。この国語の学びは、日誌や指導案、レポートなど大学生活における書
くという活動や、コミュニケーション能力を学ぶ上での基本である。 
 「音楽Ａ」「造形Ａ」では基礎的な知識・技能などを学ぶ。これを基にして、「音楽Ｂ」
「造形Ｂ」では、音楽や造形における自己の表現力をも学ぶ。「幼児体育Ａ」では、乳幼
児の運動・遊びの基礎的な知識や初歩的な技能を学び、「幼児体育Ｂ」ではその知識や技

能をさらに深め運動に親しむ資質や能力を深めることを学ぶ。これらの学びによって５領
域の「表現」の基本的な知識や技能を学ぶことになる。 
 
 ｂ．教育及び保育の本質科目 
 教育及び保育の本質科目は、教育や保育、福祉の意義や目的、考え方などを学ぶ科目群
であり、１０科目が設定される。このうち、「教育原理」「教育心理学」は教育の領域と

して、「保育原理」「乳児保育」「障がい児保育」は保育の領域として、「社会福祉」「児
童家庭福祉」「社会的養護」は福祉の領域として、この領域の基礎的な科目となる。「保
育者論」「教職論」は、発展的な内容を持つ科目として設定する。 
 教育の領域の「教育原理」は、教育の理念や歴史、思想など教育の基本的な考え方を学
ぶ科目で、「教育心理学」は、子どもの発達や学習など実践の場としての教育の心理学的
基礎を学ぶ科目である。保育の領域の「保育原理」は、保育の意義や意味、保育の基本な

どを学ぶ科目である。「乳児保育」は、現在保育では重要となっている乳児の保育の意義
や意味、基本的な技能を学ぶ科目である。「障がい児保育」は、障がいの種類や特徴、基
本的な技能などを学ぶ科目であり、現在進展している特別支援教育や統合保育の基礎をも
学ぶ科目ともなる。福祉の領域の「社会福祉」は、現代社会における社会福祉の意義や目
的、歴史的変遷、児童福祉との関連性など社会福祉の基本的な考え方を学ぶ科目である。
「児童家庭福祉」は、児童福祉と保育との関連性、児童の人権などについての基本的な考

え方を学ぶ科目である。「社会的養護」は、社会的養護の法律や制度、実施体系など社会
的養護の基礎について学ぶ科目である。 
 「保育者論」「教職論」は、前述した８科目や実習、その他の科目等を基に保育士や幼
稚園教諭の意味や意義などについて自ら深く考察することを学ぶ科目で、そのために発展
的科目群とした。さらに、「教職論」においては、教師として伝統文化を伝える意義など
について考えてみる。 

 
 ｃ．教育及び保育の対象の理解科目 
 教育及び保育の対象の理解科目は、教育や保育の対象である子どもを、より深く理解す
るために子どもの身体や心など様々な領域を学ぶ科目群である。子どもの健康の領域とし
て「子どもの保健Ａ」「子どもの保健Ｂ」「子どもの食と栄養」、子どもの家庭について
の領域として「家庭支援論」、子どものこころの領域として「保育の心理学Ａ」「保育の

心理学Ｂ」「子ども理解と教育相談」の７科目を設定する。なお、「子どもの保健Ｂ」「子
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どもの食と栄養」「保育の心理学Ｂ」「子ども理解と教育相談」の４科目は、「子どもの
保健Ａ」「家庭支援論」「保育の心理学Ａ」などの基礎的な知識や方法を基盤にさらに発
展させた学習を行うため、発展的科目の分野とした。 
 子どもの健康の領域の「子どもの保健Ａ」は、子どもの心身の健康増進を図る保健活動
の意義、身体発育機能の発達と保健、精神保健などについて学ぶ科目である。「子どもの
保健Ｂ」は、Ａで学んだことを基礎に子どもの健康及び安全に係る保健活動の計画及び評

価、疾病や緊急時の対応や事故防止など安全管理などについて学ぶ科目である。「子ども
の食と栄養」は、現在重要になっている食育を中心に、生活の基本である食生活の意義や
栄養などについて学ぶ科目である。子どもの家庭の領域の「家庭支援論」は、家庭の意義
と機能、子育て家庭を取り巻く社会的状況等について学ぶ科目である。子どものこころの
領域の「保育の心理学Ａ」は、保育実践にかかわる心理学の基礎知識、子どもの発達にか
かわる心理学の基礎などを学ぶ科目である。「保育の心理学Ｂ」は、生活と遊びを通して

学ぶ子どもの経験や学習の過程、保育における発達援助などを学ぶ科目である。「子ども
理解と教育相談」は、これまでに学んだ子どもの心理などを基礎に子どもたちを取りまい
ている問題の援助方法や発達援助などについて学ぶ科目である。 
 
 ｄ．教育及び保育内容・方法科目 
 教育及び保育内容・方法科目は、教育や保育において重要な、実践上必要となる様々な

内容や方法の知識や技法について学ぶ科目群である。本学科では、方法論及び総論の領域
として、「教育方法論」「教育課程総論」「保育課程論」「保育内容総論」、福祉の領域と
して、「社会的養護内容」「相談援助」「保育相談支援」、５領域の領域として、「保育内
容演習(音楽表現Ａ)」「保育内容演習(造形表現Ａ)」「保育内容演習(身体表現Ａ)」「保
育内容演習(言葉と文化Ａ)」「保育内容演習(健康の指導Ａ)」「保育内容演習(人間関係Ａ)」
「保育内容演習(環境Ａ)」「保育内容演習(音楽表現Ｂ)」「保育内容演習(造形表現Ｂ)」

「保育内容演習（身体表現Ｂ）」「保育内容演習(言葉と文化Ｂ)」「保育内容演習(健康の
指導Ｂ)」「保育内容演習(人間関係Ｂ)」「保育内容演習(環境Ｂ)」「保育・教育指導法(音
楽表現）」「保育・教育指導法（造形表現）」「保育・教育指導法（言葉）」の２４科目を
設定する。なお、「教育方法論」「教育課程総論」「保育課程論」「保育内容演習（音楽表
現Ａ）」「保育内容演習（造形表現Ａ）」「保育内容演習（身体表現Ａ）」「保育内容演習
（言葉と文化Ａ）」「保育内容演習（健康の指導Ａ）」「保育内容演習（人間関係Ａ）」

「保育内容演習（環境Ａ）」の１０科目は、基礎的科目の分野とし、残りの１４科目は、
発展的科目の分野とした。 
 方法論及び総論の領域の「教育方法論」は、教育の方法や技術、さらに情報機器の使用
などの基礎的知識や技能を学ぶ科目である。「教育課程総論」と「保育課程論」は、教育
課程の意義や編成の方法などについて学ぶ科目である。「保育課程論」は、保育課程の意
義や編成の方法などについて学ぶ科目である。「保育内容総論」は、保育の目標、子ども

の発達、保育の内容を関連付け、保育の全体的な構造などを学ぶ科目である。福祉の領域
として、「社会的養護内容」は、社会的養護における児童の権利擁護や保育士等の倫理、
施設養護及び他の社会的養護の実際と方法などについて学ぶ科目である。「相談援助」は、
相談援助の概要や方法と技術などについて学ぶ科目である。「保育相談支援」は、保育相
談支援の意義と原則さらに実践的方法などを学ぶ科目である。５領域の「表現」の領域で
は「保育内容演習(音楽表現Ａ) 」「保育内容演習(造形表現Ａ) 」「保育内容演習(身体表

現Ａ)」の３領域に分けて基本的な内容を具体的に学ぶ科目とする。それ以外の領域では「保
育内容演習(健康の指導Ａ) 」「保育内容演習(人間関係Ａ) 」「保育内容演習(環境Ａ) 」
「保育内容演習(言葉と文化Ａ) 」の内容を具体的に学び科目とする。「保育内容演習(音
楽表現Ｂ) 」「保育内容演習(造形表現Ｂ) 」「保育内容演習（身体表現Ｂ）」「保育内容
演習(言葉と文化Ｂ) 」「保育内容演習(健康の指導Ｂ) 」「保育内容演習(人間関係Ｂ) 」
「保育内容演習(環境Ｂ) 」は、応用的に学ぶ科目とする。「保育・教育指導法(音楽表現）」

「保育・教育指導法（造形表現）」「保育・教育指導法（言葉）」は、表現の音楽と造形及
び言葉についてより深く学ぶ科目とした。 
   さらに、本学の特色である伝統文化に関連した科目の発展的な科目として、いけばなと
子どもとの関係についての実践指導とその意義、子どもの発達との関係などを学ぶ「表現
指導研究Ａ（いけばな）」「表現指導研究Ｂ（いけばな）」を設定した。また、それ以外の
伝統文化について幼児教育における活用方法などを学修するために、保育内容演習の５領

域において「表現」を「音楽表現」「造形表現」「身体表現」の３科目に分割し、本来の目
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的の「表現」の目的やねらいなどについてきめ細かな学修ばかりでなく、伝統文化につい
ても様々な角度からのアプローチができるように考慮した。なお、指導方法の理論的背景
などについては「教育方法論」で学修するように設定した。 
 
 ｅ．演習科目 
 演習科目は、本学科で学んだ知識や技能、実習などを通して修得した技能などの統合を

学ぶ教科群である。本学科では、「保育・教職実践演習(幼稚園)」を設定している。 
 「保育・教職実践演習(幼稚園) 」は、本学科で習得した知識や技能、実習などを通して
修得した技能などを統合し、使命感や責任感、教育的愛情に裏打ちされ、さらに社会性や
対人関係能力を有する保育や教育の実践的指導力を持った保育者や教育者の資質や能力を
形成・確認する最終の科目である。 
 

 ｆ．実習科目 
 実習科目は、教育・保育現場で実習を行い、それに対する事前事後指導を行う科目群で
ある。本学科では、実習指導の領域として「保育実習指導Ⅰ」「保育実習指導Ⅱ」「保育
実習指導Ⅲ」、「教育実習指導」、実習の領域として「保育実習Ⅰ(保育所)」「保育実習
Ⅰ(施設)」「保育実習Ⅱ」「保育実習Ⅲ」「教育実習」の９科目を設定している。 
 実習指導の領域の「保育実習指導Ⅰ」は、保育実習Ⅰの保育所・施設実習の事前事後指

導を行う科目で、「保育実習指導Ⅱ」は保育実習Ⅱ、「保育実習指導Ⅲ」は保育実習Ⅲの
事前事後指導を行う科目で保育実習の意義や目的などを事前に学び、実習の課題の発見や
総括をする。「教育実習指導」は教育実習の事前事後指導を行う科目で、実習の意義や目
的などを事前に学び、事後に実習の総括を行う。実習の領域では、「保育実習Ⅰ(保育所) 」
「保育実習Ⅰ(施設) 」「保育実習Ⅱ」「保育実習Ⅲ」が、保育所とそれ以外の福祉施設で
の実習である。「教育実習」は、幼稚園での実習であり、「教育実習Ⅰ」と「教育実習Ⅱ」

に分かれている。 
 
 
 
 
 

⑤ 教員組織の編成の考え方及び特色 
 
１．教員組織の基本的な考え方 
 
（１）基本的な考え方 
 本学科は、建学の精神を基に保育・幼児教育の専門的な知識や技能の修得、および実践

力の高い専門職の養成を目標とする。そのため、当該分野にて活躍している専任教員、兼
任教員で編成する。なお、全体の専任教員数は短期大学設置基準上の教員数に加えて、本
学の教育内容を教授するために必要な人数を確保する。 
 教員配置については、研究対象学問分野、ならびに教育課程における中核的な科目、必
修科目の担当教員として教授・准教授および講師を配置する。また、配置される教員は、
業績・保有学位等において専門分野に精通した人物とし、充実した学修指導が可能な人材

を配置する。学科の特性上、保育や幼児教育、児童福祉の各学問分野に対応した教員を配
置し、教育・研究における迅速な組織的対応活動が可能となるようにする。 
 
（２）年齢構成と学内規程 
 本学科教員組織の年齢構成は、３０歳代１名、５０歳代３名、６０歳代７名であり、教
育・研究経験において経験豊富な教員がメインの構成となっている。 

 本学では、本学科が初めての教職課程の学科であるため、本学科の基礎を築くためには、
教職養成の経験が豊かで、研究業績が多数ある教授が必要であると考えている。ベテラン
の教員を多く配置することによって、本学科の教育研究上の理念に合致した教育研究体制
を共同で構築し、学生たちには開設時から充実・安定した教育を提供できる。さらに構成
のなかで新人・中堅となる教員にとって、ベテラン教員の指導・助言は、教育上のキャリ
アの面でも、助教、講師、准教授、教授と段階を経て教育研究業績を積み上げていくため

にも、不可欠である。そのために、学内外における教員共同の研究を実施したり、研修を
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実施したりするなどの若手教員（非常勤を含む）のキャリアップのための制度を構築して
いく計画である。また、幼児教育学、保育学をはじめ、教育学を専門とする大学院を設置
している大学や大学教員との連携・協力関係を構築し、将来的に教育を担える人材の発掘
にも努める。 
  また、完成年度時には高齢教員の一定水準を確保するために、「池坊短期大学 専任
教員任用規程」などに基づき、完成年度時に専任教員などの採用及び昇進を行う。 

 
【資料１】学校法人池坊学園 専任教員等定年規程（省略） 
【資料２】池坊短期大学専任教員任用規程（省略） 
【資料３】池坊短期大学任期付教員任用規程（省略） 
【資料４】池坊短期大学任期付教員任用規程細則（省略） 
 

 
 
（３）専任教員の役割と責任 
 専任教員は、担当科目の講義・演習を担当し、クラス担任の業務も役割とする。いわば
アカデミック・アドバイザー的な役割として、担任学生に対する演習・実習の指導、進路
関連の個別指導（キャリア支援ならびに書類作成の添削等）、実習における巡回指導など

の指導監督業務を担う。また、教育研究活動以外の業務については、教授会や学科会議、
諸委員会の出席、入試業務や学事に関わる業務等を必要に応じて分担する。なお、各教員
が担当する各種の業務は、役職や役割担当上偏重が生じないように、できる限り配慮する。 
 
 
２．教育課程の科目における教員の配置 

 
（１）教養教育科目の分野 
 「教養教育科目の分野」は、本学科における教養教育の根幹で、建学の精神に基づいた
社会人教育という位置づけである。そのため、各分野のすぐれた専門家や実務家を兼担・
兼任教員として迎える。このことにより、最新の動向や情報を基にした知識を得ることが
出来る。 

 
（２）専門教育科目の分野 
 「専門教育科目の分野」の５８科目のうち４９科目で専任教員が指導にあたる。それ以
外の科目には兼任教員を配しているが、科目の特性に応じた教員を適切に配置した。保育
現場や教育現場に精通し、現状と課題について的確に教授できるよう、特に現場経験の豊
富な兼任教員を配置した。 

 さらに、必修科目２６科目のうちの２１科目で専任教員が担当し、主要科目は教授をメ
インに配置をした。また「実習科目」「保育・教職実践演習（幼稚園）」については、学生
の学習能力や成長過程に対応できるように、担任制で専任教員を配置し、少人数制教育を
行う。 
 
 

３．教員組織と保育所との連携 
 
 「子どもの育成支援」のために、保育学・幼児教育学を研究の中心分野に据えながら、
同時に関連分野である教育哲学、保育学、心理学、栄養学、体育学、芸術学、家政学、社
会学、理科等の分野との学際的研究の展開も可能であると考える。特に、隣接している「社
会福祉法人むろまち会池坊保育園」等を活用し、学内でのプロジェクトを考案することな

どにより、学生の学習、教員の教育研究においてもさまざまなテーマ展開ができると考え
ている。 
 新学科における研究体制としては、科学研究費補助金等の学外の研究資金に依拠したプ
ロジェクトや学内研究助成金制度を構築し、ＦＤ研究等の推進をも長期的な展望の下に図
っていきたい。 
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４．教員配置の将来構想 
 
 本学科は、本学で初めての教職課程であるために、ベテランの教員の配置に主をおいた。
また、学科における将来の教員構成を見据え、研究分野・教育科目群ごとに、ベテランの
教員による若手教員の養成・指導を実施する。具体的には、体育・身体表現関係の教科、
社会福祉関係の教科、領域「環境」科目などにおいて、ベテランの教員と若手の教員をペ

アとして、ベテランの教員による若手の教員の指導を実施する。また、大学での教職経験
は少ないが現場での体験が多々あり、ある程度の業績がある者、さらに、大学院の在学者
や修了予定者等も、非常勤講師などとして本学の教育や研究の実施にあたり、本校の常勤
ベテラン教員の指導等を受けられる体制を構築する予定である。さらに、そのような若手
の教員には、少なくとも、年に１本以上の学会での発表や紀要などへの論文掲載を義務づ
ける予定である。なお、本学で刊行する紀要などの刊行物は、若手の教員を含み本学に係

わる教員全ての教員に対してオープンにする。 
しかしながら、完成年度時には７０歳代２名、６０歳後半４名、６０歳前半１名、５０

歳代３名、３０歳代１名という年齢構成となり、比較的高齢に偏っていることは否めない。
また、教育研究の継続性を考えたとき、該当教員の極端な高齢化は適切ではないと考える。 

よって、法人としては、若手教員、中堅教員、ベテラン教員の全体バランスを重要事項
とし、学科設置後速やかに具体的な採用計画を策定し適切な教員配置計画で採用を進め、

採用の際には教育研究の継続性および質の保証を考え教育研究の低下を招かないように、
できるだけ確実な移行を図るものとする。 
 
 
 
 

 
⑥ 教育方法，履修指導方法及び卒業要件 
 
１．授業方法と単位認定・成績評価 
 
（１）幼稚園・保育所が期待する教育課程の内容 

 幼児教育や保育の現場では、実践力をもつ教諭や保育士を望む傾向が強い。保育内容５
領域からは特に「表現」と「言葉」、また「音楽」「図画工作」「体育」などの科目ついて
の期待は大きい。また、同時に、子どもの実態に関連した科目「保育の心理学」「教育心
理学」と、「障がい児保育」「子どもの理解と教育相談」などの特別支援教育に関わる科
目の学習には、子育て環境の変化や発達障がい児の増加などを背景に、新たな期待が寄せ
られている。 

 こうしたことから、幼稚園や保育所の期待は、単なる即戦力ではなく、基礎や基本を把
握しつつ臨機応変な対応力をもつ人材の育成課程にあるとみられる。 
 このような期待に応えるため、本学科は、１年生で実践的な基礎力を、２年生で応用力
が習得できるよう教育課程を構成している。また、基礎力や応用力の統合や発展をめざし、
２年次後期に実習や研究の成果発表を実施する。 
 

（２）授業方法、受講者数、配当年次 
 ａ．授業方法 
 シラバスに、授業の概要、授業計画、教科書・参考書・資料等、単位認定及び成績評価
の方法などについて記載して、事前に学生に明示する。 
 
 ｂ．受講者数 

 授業の受講者数については、「保育・教職実践演習（幼稚園）」「実習科目」では、１５
名ほどの少人数制できめ細やかな指導を実施する。その他の科目は科目の特性から、講義
科目では５０～１００名、演習科目では４０～５０名で実施するが、「音楽」関係の科目
は、３０～４０名で実施し、補助教員を配置する。 
 
 ｃ．配当年次 

 本学科は、学年毎の目標を設定している。１年次では「保育者としての基礎力の修得と



- 15 - 

完成」を目標とし、前期においては「基礎力の修得」、後期においては「基礎力の完成」
に力点を置いている。２年次では「保育者としての応用力と資質の獲得と完成」を目標と
し、前期においては「応用力と資質の修得」、後期においては「応用力と資質の完成」に
力点を置いている。授業科目の学年配当は、この目標にしたがって配置され、段階的、効
果的、系統的に学ぶことができるように構成されている。特に、１年次後期から始まる実
習については、必要な知識や技能を最低限修得した後に実習に入ることができるよう配慮

されている。 
 
【資料５】各科目の学年配当表 
 
 ｄ．単位認定 
 単位認定は、原則的に、定期試験の結果と平素の学習態度などを総合的に判断した上で、

履修規程に定める成績評価基準に基づいて行われる。 
 
 ｅ．卒業要件 
 卒業認定に必要な最低単位数は６２単位である。幼稚園教諭第二種免許取得には６９単
位、保育士資格取得には８１単位、両資格取得には８９単位取得となる。 
 

 
２．教育方法 
 
（１）少人数制教育の実施 
 効果的に授業を展開できるように、可能な場合には、演習科目は３クラス、音楽は３又
は４クラス設定の少人数クラス編成で実施する。このような少人数制教育を通じて、演習

やグループワークなど、教育的効果が高いといわれているアクティブラーニングを活用し
た授業を取り入れていく。具体的には、演習科目では、各授業でのテーマについてのグル
ープでの討議、発表、さらなる討論、最後に授業内で学んだことなどの記録というような
方法を取り入れる。さらに、講義形式の授業においても、できる限り、グループ討議や授
業内で学んだことの記録等の方法を取り入れた簡便な方法を実施する計画である。 
 

（２）クラス担任制の運用 
 本学科では専任教員によるクラス担任制を実施する。クラス担任は、チューターやアカ
デミック・アドバイザーの役割を担い、全体指導やグループ指導だけでなく、個別の指導
をも行う。１年次前期においては、大学生活上必要なスキル習得を目指すとともに、学修
面での身近な窓口となるような体制づくりを行う。１年後期以降は、実習科目の担任がこ
うした役割を担う。 

 授業以外のシステムとして、専任教員がオフィスアワーを設定・公開し、個別相談を受
けやすい体制を構築する。 
 
（３）基礎技能の習得 
 音楽などの技能習得の必要な科目に関しては、学生の個々のレベルに合わせて練習でき
るように、音楽室などを開放して、学生自身による自己研鑽や技能向上を促進する環境を

提供する。 
 
（４）入学前教育の実施と総合教育支援体系 
 本学科では、全学共通の導入教育とは別に入学前教育を実施する。ピアノ初心者対象の
レッスンや、子ども関連図書の感想文の添削などを実施する予定である。なお、ピアノ初
心者のレッスンは、希望者を、入学希望者を集める予定の日に実施する。予定であるが、

開学初年に関しては、未定であるが、次年度からは定期的に実施する計画である。 
 
（５）学習サポート体制 
 近年、発達障害などをはじめ様々な問題を抱えた学生が増加傾向にある。こうした傾向
に対応し、特に学習面で困難を抱える学生を指導・援助するために、学習支援の体制を構
築する。また、精神的な問題がある学生の援助として、カウンセリングルームや保健室を

活用する。本学科では、基本的に学科所属教員全員で指導・援助を行う体制をとるが、職
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員組織との協力調整支援を行う。 
 
（６）ラーニング・コモンズ 
  現在、学生たちが集まって、電子情報も印刷物も含めた様々な情報資源から得られる
情報を用いて議論を進めていく学習スタイルを可能にする「場」を提供し、その際、コン
ピュータ設備や印刷物を提供するだけでなく、それらを使った学生の自学自習を支援する

ラーニング・コモンズが大学においては重要な役割の一つであるといわれている。そこで、
本学科でも、いくつかの教室等をメディアが利用できるように設備をし、また学生が自由
に討論できる場としての少人数の教室の整備も計画をしている。また、特に実習に関して
の情報の提供場所としては、実習指導室の利用も考えている。 
 
 

 
 
３．履修指導方法 
 
（１）履修モデルの提供 

 本学科は、専門職養成という目的に鑑み、取得資格免許別・職業別に学生が履修計

画を立てる際の指針となる履修モデルを提供する。 
本来、本学科においては、幼稚園教諭免許と保育士資格を取得するように指導

実施をするが、免許資格が取得できない場合においても、子どもに対しての専門
的な知識などについて就学できるように考慮した。 

 
a．保育士・幼稚園教諭型 

認定子ども園の設置等、幼保一元化の流れを前提として、保育士資格および幼稚園
教諭（二種）免許双方の取得を目指す学生向けの履修モデルである。 

 
【資料６】履修モデル 幼稚園教諭二種免許状と保育士資格を取得する学生の履修モデル 
 

b．学位取得型 

短期大学士学位を取得し、子どもに関連した施設・企業などへの就職を目指す学
生向けの履修モデルである。 

 
【資料７】履修モデル 子ども関連の施設・企業等への就職を目指す学生の履修モデル 
 
（２）オリエンテーションの実施 

 履修指導等のオリエンテーションについては全学的なスケジュールの作成に則り、実施
する。本学科の履修指導については、学科ごとの個別オリエンテーション時に実施する。 
 
 
 
 

 
⑦ 施設、設備等の整備計画 
 
１．校地、運動場の整備計画 
 

本学は，京都市の中心に位置し、地下鉄や阪急の駅に近く、京都市内の他の大学、短期

大学、文化施設へのアクセスも大変便利であり、学生の通学及び実習先への移動への利便
性を提供でき、教育的な環境としては申し分ない立地条件にある。幼児保育学科は、本学
の既存教室を改修することになるが、校地面積の現況は６,７５９．０２㎡を有している。
また、校舎面積は１５,９８３．９４㎡であり、校地面積、校舎面積いずれも大学設置基準
を充足している。以上のように，幼児保育学科を開設しても十分な教育研究環境は既に備
えており， 校地及び運動場については新たな整備は必要ないものと考える。 
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２．校舎等施設の整備計画 
 
 校舎は、本法人が設置する「池坊短期大学」と「池坊文化学院」が 同一敷地内にあり、
短期大学棟２つ、文化学院棟１つとして区分されそれぞれ共用部分があって、有効に活用

されている。 
教室等は幼児保育学科を開設するに当たり既存の教室を改修し、講義・演習室として小講
義・演習室５室（定員２４名～３０名）、中講義・演習室５室（定員４２名～６０名）、大
講義・演習室３室（定員９６名～１０４名）を備える。また、保育士や幼稚園教諭を養成
するための実習施設として音楽室、図画工作室、リトミック室を整備する（平成２７年８
月竣工予定）。 

教科教育及び保育関連科目等のための実習室として，図画工作室２室 （約１３３．００㎡,
約１３３．００㎡），図画工作準備室２室（約３５．００㎡,約３５．００㎡）を設置し，
それぞれの授業に必要な備品等を用意する。実習室についてはいずれも４０人程度の授業
が可能である。 
 
【資料８】図画工作室レイアウト 

 
音楽関連施設としては，音楽室２室（約１０３．５０㎡,約１０４．０７㎡），ピアノレ

ッスン室２室（約９６．２６㎡,約５５．３７㎡）、楽器庫（約５４．２９㎡）を整備する。 
この施設には、２６台の電子ピアノ、２０台のアップライトピアノと教師用ピアノ３台を
設置し、一斉指導に加えて個別指導、さらに学生の練習が可能になる。なお、必要となる
校具や教具等の備品に関しては、幼児保育学科の開設前年度及び開設初年次に整備するこ

ととする。 
 
【資料９】音楽室レイアウト 
 

体育関連施設としては、既存の体育館と身体表現系の授業施設としてリトミック室（約
２８１．９０㎡）、用具庫（約１０４．７２㎡）を整備する。この施設には「運動遊び」な

どが実践できる跳び箱、平均台、巧技台などを設置し、併せて「リトミック」に必要な備
品等を用意する。 
 
【資料１０】リトミック室レイアウト 
 

教員研究室は、１１人の専任教員に対して専任教員一人につき一部屋とし、現在１７室

あり、幼児保育学科開設にあたりクラブボックス等の一部を改修するなどによって新たに
１１室を整備する。 
また、共用する施設としては、華道教室、茶道教室、こころホール、事務室、コンピュー
タ室、保健室、進路サポートルーム、ラウンジ等を用意する。 
 
【資料１１】幼児保育学科時間割 

 
 
３．図書等の資料及び図書館の整備計画 
 
 文化芸術学科および環境文化学科の教育研究に資するため、資料収集に努めてきた池坊
短期大学図書館（６７０㎡）は ６４,０００冊の書架収容力を有する。加えて，書庫を設

置し，蔵書の増加に対応している。２０１４年４月１日現在、図書５０,６３０冊（うち外
国書６５６冊）、学術雑誌１０種（うち外国書０種）、電子ジャーナル０種（うち外国書
０種）、視聴覚資料９８５点を保有している。 
 購入図書の選定については、学生からの購入希望、および非常勤講師を含めた教職員全
員から募った推薦図書にもとづき図書館委員会委員の検討を経て購入を決定するシステム
が確立している。 

現在の本学図書館は、幼児保育に関する図書や資料の収集はほとんどなされていない。
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そこで、学科開設にあたり、その目的に沿って、①保育・幼児教育に関する文献、②子ど
もに関する専門文献、③保育・幼児教育の内容に関する文献、④子育てに関する文献、⑤
絵本、⑥紙芝居、⑦子どもに関する雑誌、⑧その他の関連文献などについて、今回の幼児
保育学科設置に伴い、和書２０００冊、絵本１５５０冊（内洋書 ５０冊）、紙芝居５００
冊、電子書籍４種の計４０５４冊と、和雑誌ＢＮ１セットおよび視聴覚（リトミック等の
音楽ＣＤを含む）１００セットを新規購入する計画である。学術雑誌のうち外国誌はオン

ラインジャーナルで整備することを計画している。   
なお、近年、特に問題となっている児童虐待、さらにピアジェやビネーなど子どもに関す
る基礎的・理論的な文献に関しても、できる限り過去に遡り収集する。なお、養成校とし
て、上記文献・資料等、実習などに有用なものについては、できる限り広範囲に収集する
とともに洋書に関しては、子どもに関する基本的文献を収集する計画である。 
また、同一敷地内にある池坊保育園の保育士および中京区・下京区など地域の保育園に対

して絵本や紙芝居などを貸し出し幼児保育における地域の情報発信基地を目指す計画であ
る。 
 

 

 

 

⑧ 入学者選抜の概要 
 
１．アドミッションポリシー（入学者受入方針） 
 幼児保育学科においては、本学の教育理念、目的に基づき、次のような能力や適性、資
質を有した者を受け入れる方針である。 
 

 ・子どもの「いのち」を尊重し、子どもに対して慈しみの心を持てる人 
 ・子どもが好きで保育および幼児教育者となるための学業に取り組める基礎学力を備え
ている人 
 ・保育および幼児教育に関する専門的な知識を習得し、その専門の職業人となることを
志す人 
 

 本学科では、このポリシーを保育・幼児教育の専門職になるために必要・最低限の条件
として重視している。同時にこれは、社会人が備えるべきものである。 
 
 
２．入試概要および選抜方法 
 幼児保育学科では、前述のアドミッションポリシーに基づき、入学定員１００人につい

て、大学教育を受けるにふさわしい能力・適正等を多面的に判定し、幅広く学生を受け入
れることを目的に、入試方法の多様化、評価尺度の多元化に努めることとする。具体的に
は、入学選抜は、一般入試と推薦入試とＡＯ入試と社会人入試の４区分とし、学力検査、
面接、調査書の内容その他の能力・適正に関する検査の成績などにより、入学志願者の能
力・適正等を合理的に総合して選考する。 
 

（１）一般入試：募集人員１５名 
 入学者選考の種別、募集人員および選抜方法は、次の表に示すとおりである。 
  

一般入試では、本学独自の学力試験によって基礎学力の到達度を図るため、志願者の能
力を合理的に選考する。一般入学試験として、前期（１月実施）・後期（２月実施）の計
２回を実施する。 

 

種別 募集人員 選抜方法 

一般入試（前期） １０ 学力検査（国語） 

一般入試（後期）  ５ 学力検査（国語） 

 
（２）推薦入試：募集人員５４名 
 入学者選考の種別、募集人員および選抜方法は、次の表に示すとおりである。 
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 ａ 指定校推薦 
  現役生を対象とし、本学指定の基準の学業成績を前提として、人物的にも優秀で、出

身の高等学校長が推薦する者について面接を行い選考する。高校には、本学のアドミッ
ションポリシーを明示し、これに合致した意欲ある学生の推薦を依頼する。指定校推薦
入学試験として１０月に実施する。 

 

種別 募集人員 選抜方法 

指定校推薦 ３０ 面接 

 
 ｂ 公募推薦 
  出身学校長の推薦を得た志願者に対し、調査書と面接の結果を総合的に考慮して、幼

児教育・保育の強い意欲ある学生を選考する。公募推薦入試として、前期（１１月実施）
・後期（１２月実施）の計２回を実施する。 

 

種別 募集人員 選抜方法 

公募推薦入試 
（前期） 

１０ 面接 

公募推薦入試 
（後期） 

１０ 面接 

 
 ｃ 特別推薦 
  華道家元池坊免状取得者および本学の卒業生または在学生を対象とし、調査書と面

接の結果を総合的に考慮して、 幼児教育・保育の強い意欲ある学生を選考する。華道推
薦入試および同窓生ファミリー入試として、前期（１１月実施）・後期（３月実施）の
計２回を実施する。 

 

種別 募集人員 選抜方法 

華道推薦入試 
（前期） 

１ 面接 

華道推薦入試 
（後期） 

１ 面接 

 

種別 募集人員 選抜方法 

同窓生ファミリー

入試（前期） 

１ 面接 

同窓生ファミリー
入試（後期） 

１ 面接 

 

（３）ＡＯ入試：募集人員３０名 
 入学者選考の種別、募集人員および選抜方法は、次の表に示すとおりである。 
 
 ＡＯ入学試験は、本学の教育理念、アドミッションポリシー、教育内容を理解 

し、本学で学びたいという強い意志を持った者を対象として、書類審査と課題 
レポートおよび面接により学力試験では測れない能力・資質を総合的に評価 

して選考する。ＡＯ入試としてⅠ期（１０月実施）、Ⅱ期（１１月実施）、Ⅲ 
期（１２月実施）、Ⅳ期（１月実施）の計４回を実施する。 

 

種別 募集人員 選抜方法 

ＡＯ入試（Ⅰ期） １０ 課題レポート・面接 

ＡＯ入試（Ⅱ期） １０ 課題レポート・面接 

ＡＯ入試（Ⅲ期）  ５ 課題レポート・面接 

ＡＯ入試（Ⅳ期）  ５ 事前面談・面接 
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（４）社会人入試：募集人員１名 
 入学者選考の種別、募集人員および選抜方法は、次の表に示すとおりである。 
 
 社会人入学試験は、２３歳以上の高等学校または中等教育学校を卒業した者を対象とし
て、小論文および面接により選考する。 
 

種別 募集人員 選抜方法 

社会人入試  １ 小論文・面接 

 

３．入学者選抜の体制 
 本学の入学者選抜は、中立・公正に実施することを旨とし、入学者選抜の信頼性を損な
う事態が生ずることのないよう、入学広報部を主幹部署とし「池坊短期大学入試委員会規
程」に則し学長を中心とした責任体制を敷いている。合格者の決定は入試委員会の原案に
基づき、教授会の審議を経て合否判定を行う。入試問題については、学長から委嘱された
入試作問委員会の委員が各試験の問題をアドミッションポリシーに基づき作成する。 

 なお、この選抜体制は既存学部において十分な実績があり、支障なく運営されている。 
 
 
 
 
⑨ 取得可能な資格 

 
１． 取得可能な国家資格 

 
 本学を卒業し、必要な科目を履修することにより、以下の資格が取得できる。なお、本
学科では、国家資格の取得が卒業要件ではないが、以下の国家資格取得には、卒業要件を
満たすことが必須である。（卒業要件は６２単位以上）。 

 

資格種別 資格等の名称 備  考 

国家資格 
 

幼稚園教諭二種免許状 ・履修科目により選択（取得要件４４単位以上） 

保育士資格 ・履修科目により選択（取得要件７５単位以上） 

 
【資料１２】幼稚園教諭二種免許 科目読替表 
【資料１３】保育士資格 科目読替表 
 

 
２． 取得可能な民間資格 

 
 本学は、建学精神を基に伝統文化に重きを置いている。そこで、建学の精神に係る科目
の修得をもって、全学生が取得可能な華道家元池坊免許状、表千家茶道許状、裏千家茶道
許状の資格（民間資格）の取得が可能である。さらに、華道家元池坊免許状を取得し、か

つ、本学指定の華道関連科目を６科目中２科目以上修得することにより、「学校華道教員
適任証書」を取得することが可能である。 
 
 

資格種別 資格等の名称 備  考 

民間資格 
 
 
 
 

 
 
 

華道家元池坊

免許状 
 
 
 

入門、初伝 ・本学指定科目「いけばなと現代生活Ⅰ」を

修得 

中伝、皆伝 ・本学指定科目「いけばなと現代生活Ⅱ」を

修得 

華掌 ・本学指定科目「いけばなと現代生活Ⅲ」を

修得 

脇教授三級（准華匡

） 
・本学指定科目「いけばなと現代生活Ⅳ」を

修得 



- 21 - 

 
 
 
 
 

 

学校華道教員適任証書 
 

・脇教授三級（准華匡）を取得し、本学指定

の華道関連科目（６科目)２科目以上修得 

表千家茶道許

状 

 
 

入門、習事 
 

・本学指定科目「茶の湯と伝統文化Ⅰ・Ⅱ（

表千家茶道）」を修得 

飾物 
 

・本学指定科目「茶の湯と伝統文化Ⅲ・Ⅳ（

表千家茶道）」を修得 

裏千家茶道許

状 

 
 

入門、小習、茶箱点 ・本学指定科目「茶の湯と伝統文化Ⅰ・Ⅱ（

裏千家茶道）」を修得 

茶通箱、唐物 
 

・本学指定科目「茶の湯と伝統文化Ⅲ・Ⅳ（

裏千家茶道）」を修得 

 
 

 
 
⑩ 実習の具体的計画 
 
１．実習先の確保の状況 
 

（１）教育実習における実習先 
 教育実習における実習先は、京都市教育委員会や大津市教育委員会の協力と、公益社団
法人京都府私立幼稚園連盟、公益社団法人京都市市立幼稚園協会の支援を受けて、京都市
内、京都府下、滋賀県大津市内の公立及び私立幼稚園にて、入学定員以上の受け入れを確
保している。 
 

（２）保育実習における実習先 
 「保育所実習Ⅰ（保育所）」と「保育実習Ⅱ」の実習先は、待機児童ゼロを目指す京都
市長の強い要望により、第２種社会福祉事業として京都市保健福祉局子育て支援保育課を
通して設立の要請を受け学園に併設した（法人格は別）社会福祉法人むろまち会池坊保育
園を中核とする。また、京都市保健福祉局子育て支援部、滋賀県大津市福祉子ども部の協
力と、公益社団法人京都市保育園連盟の支援を受けて、京都市内、京都府下、滋賀県大津

市内に、入学定員以上の受け入れを確保している。 
 
 「保育所実習Ⅰ（施設）」と「保育実習Ⅲ」の実習先は、乳児院、母子生活支援施設、障
害児入所施設、児童発達支援センター、障害者支援施設、指定障害者サービス事業所（生
活介護・就労移行支援施設・就労継続支援・自立訓練）、児童養護施設、情緒障害児短期
治療施設等、保育所以外の福祉施設に対して、実習教育の協力を要請し、入学定員以上の

受け入れを確保している。 
 
【資料１４】教育実習施設一覧（省略） 
【資料１５】保育実習施設一覧（省略） 
 
（３）実習承諾書 

 実習先から、保育実習ならびに教育実習に係る学生の受け入れ可能人数等を含めた承諾
を得ている。 
 
【資料１６】教育実習施設承諾書（省略） 
【資料１７】保育実習施設承諾書（省略） 
 

 
 
 
２．実習先との契約内容 
 
 実習を実施する際には、実習先と本学の間で実習に関する契約書を取り交わす。内容は、

実習生の人数、実習期間と時間、実習費用、実習中に知り得た個人情報の守秘義務などで
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あり、それ以外にも必要に応じて実習先と契約をする。特に、以下の３点に関しては、実
習先と十分な話し合い及び確認を行う。 
 
（１）事故対策（法的責任、事故発生時の対応、報告等） 
 事故発生など不測の事態に備えて、保険に加入する。また、実習先及び実習生と緊急時
に連絡が取れる体制を整え、実習担当教員やゼミ担当教員等が対応する。 

 
（２）感染症対策（基本行動、予防対策、抗体検査・予防接種等） 
 学生には、麻疹・風疹の抗体検査及びワクチン接種を義務づける。また、実習先からの
要望により、その他の予防接種等の対策を実施する。 
 
（３）個人情報保護対策（協定・誓約書、転記制限、記録の取り扱い等） 

 実習に伴う個人情報の保護・管理等に関しては、別途「個人情報の保護に関する誓約書」
を各種実習園や施設と本学との間で取り交す。 
３．実習水準の確保の方策 
 
（１）実習園・施設に対する方策 
 ａ． 直接的な協議・懇談機会の設定 

 各実習先の現場指導者等との懇談や協議会を年間１回程度開催する。この会は、本学科
の実習教育への理解と周知を現場指導者等に図っていくとともに、現場指導者等からの率
直な要望等を学生の事前・事後指導内容に活かして充実を図り、さらに共同での指導プロ
グラムづくり等に繋げていくことを目標とする。 
 
 ｂ． 実習指導者用ハンドブック等の配付 

 各実習先の現場指導者に対して、「保育実習・教育実習指導者用ハンドブック（仮称）」
を配付し、本学幼児保育学科の実習教育に関する情報提供、ならびに指導現場と教育現場
の橋渡しツールとして活用する。内容は、主として本学幼児保育学科の実習教育方針、実
習に関する手続きおよび注意事項、実習指導案ならびに記録フォーマット、出勤簿の記載
方法と取扱要領等である。なお、疑問点や意見等の問い合わせのための実習指導室に窓口
を設置し、随時対応していく。 

 
（２）学生に対する方策 
 ａ． 事前指導 
 実習の水準を確保するための方策として、実習前の事前指導内容の充実を図る。「保育
実習指導Ⅰ（１年次後期）」、「教育実習指導（２年次前期）」と「保育実習指導Ⅱ・Ⅲ
（２年次通年）」以外に、５回前後の授業（オリエンテーション(仮称)）を実施する計画

である。 
 事前指導については、全般的な注留意事項や日誌の書き方などを教授する全体での授業
と、学生個人の実情に合わせて指導を実施するグループ単位での授業に分けて実施する。
内容としては、実習日誌や指導案、その他様々な書類の書き方、挨拶などマナー面につい
ての演習を実施する。 
  

 ｂ．事後指導 
 事後指導は、評価伝達と実習発表会で構成をする。前者の評価伝達は、各自の実習の評
価、事前指導の評価などを参考に、特に実習での評価について個別に伝達し、次回の実習
の参考とする。実習発表会は、すべての実習の終了後に実施する。２年生全員が発表を行
い、１年生は全員見学参加とする。 
 

 
４．実習先との連携体制 
 
 実習先である幼稚園・保育所・福祉施設で各実習の１カ月前に実施されるオリエンテー
ションの際に、学生個々人が実習目標と課題を記載した個人票を持参し、実習内容を各実
習先に周知するよう、学内において指導を行う。実習期間中、教員は、すべての実習先を

１回以上の巡回指導にあたり、現場指導者からの意見・指摘をフィードバックする形で各
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学生の指導にあたっていく。巡回日程に関してはあらかじめ各実習先の現場指導者と綿密
な相談を行い、十分な指導時間が確保できるよう調整する。また、巡回以外の方法として、
電話やメール等も使用し、個別相談や指導を行う。 
 
 
５．実習前の準備状況（感染予防対策・保険等の加入状況） 

 
（１）感染予防対策 
 学生が各実習先にて実習を行うにあたり、実習先で自身が乳幼児等に対して感染をさせ
ないこと、ならびに自身が保菌者とならないこと等、十分に留意して実習をすすめなけれ
ばならない。そのため、感染症予防対策としては、実習開始の３週間前までに、本学で検
診した健康診断書等（身長・体重・聴力・視力・胸部Ｘ線・尿検査・その他所見等）、およ

び細菌（検便）検査（赤痢菌・チフス菌・サルモネラ菌・病原性大腸菌等）、抗体検査（麻
疹、風疹、水疱瘡、おたふくかぜ等）の受検のうえ、「健康診断書検査」「保菌（細菌）検
査証明書」「感染症およびワクチン接種、抗体検査実施報告書」の提出を必須とし、結果
を踏まえて実習を開始する。併せて、ＢＣＧやインフルエンザ等の予防接種を奨励し、感
染リスクを低減させるよう努める。 
 

（２）保険等の加入状況 
 各実習を実施するにあたり、本学幼児保育学科の学生は、従前より本学全学生が加入し
ている公益財団法人日本国際教育支援協会（ＪＥＥＳ）の学生教育研究災害傷害保険（略
称：学研災）、学研災付帯賠責責任保険Ａコース（学生教育研究賠償責任保険）、または
Ｂコース（インターンシップ・教職資格活動等賠償責任保険）等に加入したうえで実習を
行う。 

 
 
６．事前・事後における指導計画 
 
 事前指導の内容としては、保育実習や教育実習等の内容に関する説明と準備、各実習先
との連絡方法、事前実習オリエンテーションの依頼等、実習録の考え方および記載方法、

行事についての考え方および参加方法、指導計画の考え方と作成、実習時期の子どもの様
子・観察方法等について学ぶ。 
 
 事後指導は、実習録の整理と課題反省等、保育実習評価表から見る学び、実習経験発表
（実習目標と現場における子どもの様子や集団における生活、気づいた点や困難な点、保
育指導技術に関する意見交換等）、グループディスカッションの進め方および視点の提示、

実習経験に基づく議論等、実習報告会の開催等の内容である。 
 
 
７．教員及び助手の配置並びに巡回指導計画と時間割計画 
 
 巡回指導については、原則として専任教員全員が行う。各担当教員は巡回後に各種実習

巡回報告書を学科長に提出し、巡回時の詳細な記録として保管する。巡回指導に関する基
本的な内容は、学生の体調確認、実習目標に対する課題の抽出および現状との調整を含む
進捗状況の確認、実習録の指導、現場実習指導者等との情報交換や面談である。なお、巡
回指導の教員は、原則として担任教員とする。 
 
 

 
８．実習施設における指導者の配置計画 
 
 本学幼児保育学科の実習先は、長きに亘って実績と信頼を積み重ねてこられ、今なお、
多様化する社会への対応や子育て支援体制づくりといった新たな社会的要請に応えるべく
取り組んでいる幼稚園、保育園、福祉施設である。したがって、実習指導経験の豊かな指

導者や社会生活構造と子どもの育成支援の現状について造詣の深い指導者が複数配置され
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ている。また、個々の実習先について、実習指導の統括を正・副の園長や施設長等を含む
主任以上の指導者が担える体制にあるか否かについても、実習依頼の訪問・連絡等の際に
確認する。指導者の退職や休職、異動、変更といった実習先の事情等により、万一、実習
指導体制が整わない場合においては実習配属を中止する等、状況の軽重を判断のうえ臨機
応変に対応し、実習水準の確保ならびに質の保証を優先するものとする。 
 

 
９．成績評価体制及び単位認定方法 
 
 実習における成績評価および単位認定については、以下の点を総合して実施する。「保
育実習」に関する科目については、日誌に対する評価、実習終了後調査に対する評価、総
合反省に対する評価、実習先実習評価表、勤怠状況等で総合的に評価する。但し、提出物

に未提出がある場合や実習の事前・事後指導ならびに実習状況等において問題が認められ
る場合等については単位認定を行わないことがある。なお、実習という科目の特性により、
提出物の未提出や学外における基礎的な学習姿勢の欠如が散見された場合は、減点評価や
実習状況の程度の軽重によっては実習の中止や単位認定試験の受験資格なしといった厳し
い措置を執る。このため、各実習先に対して、成績評価基準のガイドラインを示したうえ
で、成績評価および単位認定のための基礎資料の作成を依頼する。具体的には、各配属学

生が提出する実習録の所見欄へのコメントならびに実習後の実習評価表への記載、出勤簿
の内容確認と捺印である。 
 
 
１０．その他 
 

（１）実習計画 
 ａ．実習の目的 
 実習は、習得した知識や技能を基礎に、将来保育士・幼稚園教諭としての現場での実践
的指導力を発揮できるようになることを目的としている。 
 子ども一人一人の特性や生活環境に寄り添った対応、家族への支援等について、幼児教
育や保育の現場経験を通じて理解を深め、さらに学生自らが課題を発見することができる

ようにする。 
 
 ｂ．実習の概要 
 

実習 実習の種類 実習場所 期間(時間数) 実習時期 

 

保 

育 

実 

習 

保育実習Ⅰ 

(施設) 
保育所以外の児童福祉施設等 
 

11日間(90時間) 
 

１年次２月～３月 
２年次８月～９月 

保育実習Ⅰ 

(保育所) 
保育所 
 

11日間(90時間) 
 

１年次２月～３月 
２年次８月～９月 

保育実習Ⅱ 保育所 11日間(90時間) ２年次８月～９月 

保育実習Ⅲ 保育所以外の児童福祉施設等 11日間(90時間) ２年次８月～９月 

教育実習 

 

教育実習Ⅰ 幼稚園 10日間 ２年次５月～７月 

教育実習Ⅱ 幼稚園 10日間 ２年次10月～12月 

※保育実習Ⅰは、前半班と後半班に分け、前半班が保育所・施設、後半班が施設・保育所の順に実

施する。 
 

【資料１８】実習計画表 
【資料１９】教育実習計画書 
【資料２０】保育実習計画書 
 
（２）実習に伴う授業等への配慮 
 実習期間中の授業は、原則休講とするが、各授業科目に必要な授業時間数を確保する日

程を組み、授業を実施する。なお、実習で受講ができない場合は、補講を実施する。 
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（３）実習指導室の設置と実習委員会 
 全ての実習を統轄する組織として、「実習指導室」を設置する。実習指導室には、室長
及び実習指導相談員（仮称）などの要員を配置し、実習事務や実習のための業務全てにか
かわる。また、実習と実習指導室の運営にあたる実習委員会を設置する。 
 
（４）保護者との連携体制 

 近年、保護者の間では、大学への期待が大きくなり、また大学にさまざまなサポートを
望む保護者も増加している。他方、大学側としても、特に養成系大学では、実習時におけ
る保護者の理解とサポートの重要性となってきている。そこで、本学科では、保護者との
連携を密にするために、成績表の保護者への送付ばかりではなく定期的な保護者会（仮称）
の実施（入学時及び年１～２回程度）をする。なお、入学時の保護者会では、入学から卒
業までの大学での生活や実習、免許・資格の取得などについての説明、年１～２回の保護

者会では、学園生活、単位の取得など説明、実習や就職などについての説明、さらに希望
者には保護者面談を実施する。 
 
 
 
 
⑪ 管理運営 
 
 教学の管理運営は、学長決裁を前提として、以下のように組織している。 

 
教学における最終の審議体は「教授会」である。本学の教授会は学長、副学長、学科長、

各部署長（教務部長、学生支援部長、入学広報部長、図書館長）、および専任の教授をも

って構成する。開催は通例、毎月一回であり、特に審議すべき事項があった場合には、臨
時で開催する場合もある。教授会は、学長が決定を行うにあたり意見を述べる諮問機関で
あり、主に以下の事柄を審議の対象とする。 

（１）学生の入学、卒業および教育課程の修了に関すること 
（２）学位授与に関すること 
（３）前二号に掲げるもののほか、教育研究に関する重要な事項で、教授会の意見を聴

くことが必要なものとして学長が定めるもの 
第三項の学長が定めるものについては、学則の下に別途「池坊短期大学教授会規程」を

定めて、その範囲を明らかにしている。 
 

教授会における審議事項の案をとりまとめる会議体として、２０１５年度より「教員幹
部会議」を設置する。副学長を議長として、学長が出席し、学科長、および各部署長から

構成する。主に全学的な課題や事項、学科間および全学の調整を報告し検討する役割を担
う。 

「学科会議」は、学科ごとの教務、学生支援、就職支援、入学広報、ＦＤ活動等につい
て、学科の特色や状況をふまえた議論を行なう。学科長がこれをとりまとめて教員幹部会
議にかけ、教授会において最終的な審議を受ける。 
 その他、主要な会議体としては「入試委員会」が入試の制度検討および実施要項に至る

まで、学長の了解の下、入試全般に関わる課題を審議し教授会の審議を受ける。 
 教職課程については「教職課程委員会（仮称）」を２０１６年度より設置する。ここで
検討された案件については、教授会で最終的な審議を受ける。 
 その他、「教員任用委員会」、「自己点検・評価委員会」等の委員会が既存するが、これ
らは学園の方針および学園との連携の下に、学長主導で業務を果たすとともに、教授会に
おいて最終的な審議を受ける。 
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⑫ 自己点検・評価 
 
１．自己点検・評価の方法 
 
 本学は、学則第２条において、教育研究水準の向上を図り、本学の目的および社会的使
命を達成するため、教育研究活動等の状況について、自ら点検および評価を行い、その結

果を公表することとしている。この学則の趣旨に基づき、短期大学自己点検・評価委員会
を設置し、毎年度継続して自己点検を行うとともに、平成２２（対象：２０１０）年度に
は財団法人短期大学基準協会による第三者評価（認証評価）を受審し、平成２３（２０１
１）年３月２４日付けで「適格」であると認定された。 
 また、平成２３（対象：２０１１）年度においては、第２評価期間において、課題とな
る内容を中心に再度検証、改善を自律的に行っていくこととし、平成２４（２０１２）年

１１月より、教学全体に係る全２０項目の改革計画である池坊短期大学短中長期教学改革
基本計画書を策定のうえ、課題解決に取り組んでいる。 
 なお、自己点検・評価の項目は、財団法人短期大学基準協会の基準（平成２０年５月改
定）、および自己点検・評価報告書作成マニュアル（平成２１年９月改定）等に基づき実
施している。 
 

 
２．自己点検・評価の体制 
 
 全学体制での自己点検・評価を実施するため、池坊短期大学に自己点検・評価委員会を
設置しており、幼児保育学科設置後も全学での自己点検・評価を実施する。 
 

 自己点検・評価委員会の構成員は、理事長、学長、副学長、学科長、各部署の部課長、
ＡＬＯ、ＡＬＯ補佐、学事関連の委員会の正副委員長である。 
 
 また、本学科は幼稚園教諭二種免許状および保育士の国家資格取得可能な学科であるこ
とから、より厳正な評価が必要であると考えており、このため、学内における自己点検・
評価にとどまらず、相互評価を行うことを検討する。 

 
 
３．評価項目 
 
 財団法人短期大学基準協会の基準（平成２０年５月改定）、および自己点検・評価報告
書作成マニュアル（平成２１年９月改定）等に基づき、毎年度、自己点検・評価報告書を

作成している。 
 また、幼稚園教諭および保育士養成機関としての教育・研究、学園支援等に関して、自
己点検・評価委員会において点検項目を設定し、毎年、自己点検を実施し、課題点を学科
会議にフィードバックする。 
 
 【評価項目】 

  ・建学の精神と本学の理念と目的 
  ・教育研究組織 
  ・教員及び事務局職員等の教育支援者 
  ・教育内容及び方法 
  ・学生の受け入れと学生支援 
  ・施設・設備 

  ・管理運営、財務 
  ・自己点検・評価体制 
  ・その他 
 
４．評価結果の公表・活用 
 

 自己点検・評価結果は、自己点検・評価報告書として、毎年度作成し公表している。例
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年、１１月に完成し関係機関、他大学、学内に配付すると同時に、自己点検・評価委員会
において保管している。また、外部第三者評価（認証評価）結果についても、学生、教職
員に周知するとともに、ホームページへの掲載等により広く市民等に公表しており、今後
も同様に行っていく。また、学科長ならびに教職員は各々の職責・立場から、点検評価結
果をもとに、課題を明確にして改善に取り組む。なお、点検評価結果は、達成すべき目標
を設定する際に活用するとともに、ＦＤ活動やＳＤ活動等においても取り上げ、授業や業

務の改善に努める。 
 
 
 
 
 
⑬ 情報の公表 
 
１．公表の方針 
 
 大学の教育活動等に関する情報については社会的関心が高まっており、また大学が公的
機関であることなどから、本学においては、学校教育法施行規則に基づき高等教育機関と

して、社会に対する説明責任を果たすとともに教育研究の質を向上させる観点から、教育
研究活動等の状況を公表し、学内外の関係者に広く周知している。 
 
 
２．公表の方法 
 

 公表の方法としては、基本的には、大学のホームページを活用する。 
 ※掲載しているホームページアドレス 
http://www.ikenobo-c.ac.jp/tandai/kenkyuu.html 

 ホーム＞大学概要＞教育研究活動・評価＞教育情報の公表について） 
 
 

３．公表項目とその内容 
 
 （１）大学の教育研究上の目的に関すること 
 ホームページで学則、建学の精神「和と美」について公表している。また、併せて３ポ
リシー（ディプロマ・カリキュラム・アドミッション）、学科ごとの目的・方針等につい
ても、新入生および保護者等に大学案内、学生生活のしおり、履修の手引き等を配布し周

知している。 
 

（２）教育研究上の基本組織に関すること 
 学科・コース等の教育組織、研究組織や学会等に関して、基本組織とその目的について
ホームページに公表し、学内外に広く周知している。 
 

 （３）教員組織，教員の数並びに各教員が有する学位及び業績に関すること 
 教員データとして、専任教員数や専任教員の専門分野、主要担当科目、学位、主要業績
等についてホームページで公表し、学内外に広く周知している。 
 
 （４）入学者に関する受入れ方針及び入学者の数，収容定員及び在学する学生の数，卒
業又は修了した者の数並びに進学者数及び就職者数その他進学及び就職等の状況に関す

ること 
 入学者に関する受入方針、入学定員、収容定員、入学者数、入学定員充足率、在籍者数、
卒業者数、学科・コースごとの進学・就職状況、就職率および細目、免許・資格取得状況
を、ホームページに公表している。併せて学生募集要項等を発行し、広く学内外に公表し
ている。また、大学案内等の配布物において本学の情報をオープンキャンパスや入試説明
会および高校訪問時において積極的に告知している。 
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 （５）授業科目，授業の方法及び内容並びに年間の授業の計画に関すること 
 シラバス・教科課程表をホームページに掲載し、授業科目、科目担当者、単位数、履修
年次および開講期、授業形態、選択必修区分、科目ディプロマ、授業テーマ、授業概要、
科目到達目標、授業計画、評価方法、履修条件、事前・事後学習項目、担当者メッセージ
と履修上の注意点、関連資格、教科書・参考書・用具、オフィスアワーを学内外に広く公
表している。また、『シラバス』（履修の手引きと授業計画書）、ならびに『学生生活のし

おり』を発行し、授業科目、授業方法および年間授業計画や事務手続き、各種規程等につ
いて学生・教職員に周知徹底を行っている。また、非常勤講師に対しては、別途、『出講
ガイド』を発行し、周知を行っている。 
 
 （６）学修の成果に係る評価及び卒業又は修了の認定に当たっての基準に関すること 
 学修の成果に係る評価については、成績評価基準を明確に示し、定期試験等において行

い、追再試験や成績評価、卒業認定や免許資格要件、学位授与の基準等については履修の
手引き等に掲載し、入学前教育時、入学時のオリエンテーション、ならびに前後期２回の
履修ガイダンスにおいて学生に周知徹底している。 
 
 （７）校地・校舎等の施設及び設備その他の学生の教育研究環境に関すること 
 キャンパス概要や周辺情報、施設・設備についてはホームページにマップや写真をつけ

て紹介している。また、大学案内や『学生生活のしおり』等においても学生の教育研究環
境について紹介している。なお、図書館等施設の利用案内や情報機器施設等利用案内につ
いてもオリエンテーション等を通じて学生に周知徹底している。 
 
 （８）授業料，入学料その他の大学が徴収する費用に関すること 
 授業料、入学金、教育充実費、実習費、代理徴収費（学生災害保険費、学生会会費、同

窓会費、学会費）等、大学が徴収する費用に関してはホームページに公表するとともに、
大学案内や学生募集要項、入学手続きのしおり等を発行し周知している。また、学債、協
力金、寄付金の徴収がないことも併せて記載している。なお、コースごとに必要となる費
用等についてもオープンキャンパス等を通じて実績紹介を行い、明瞭かつ分明な公開を推
進している。 
 

 （９）大学が行う学生の修学，進路選択及び心身の健康等に係る支援に関すること 
 学生の修学、奨学金、進路サポート・先輩の声、クラブ紹介、資格・免許等取得サポー
ト、心身の健康等に係る支援、オフィスアワー等について、ホームページに公表し、学生
および学内外に対して周知している。学生の健康診断や健康相談については、学生サポー
トルームに専門の資格を持つカウンセラーを、保健室に保健師を配置してきめ細やかな対
応を行っている。また、学生の修学支援・進路支援等に関しては進路サポートルームを設

置し、個別対応をきめ細やかに行っている。学生支援については、ホームページへの公表、
ならびに大学案内、学生生活のしおり等を発行し配布するとともに、オープンキャンパス
や入学前教育、オリエンテーション等の数多くの機会を用いて周知をしている。 
 
 （１０）その他 
  ａ．教育上の目的に応じ学生が修得すべき知識及び能力に関する情報 

 学生が修得すべき知識および能力に関する情報は、シラバス等に掲載しホームページお
よび履修の手引きと授業計画書において公表している。 
 
  ｂ．学則等各種規程 
 学則についてはホームページおよび履修の手引きに掲載し公表している。科目履修規程、
科目履修規程転学科・転コース内規、科目等履修生規程、科目等履修生規程内規、聴講生

規程、学校納付金納入に係る事務取扱規程、は履修の手引きに掲載し学生に周知している。
また、その他、ハラスメント防止対策に関する規程、個人情報保護基本方針、個人情報の
保護に関する規程、学内施設使用規程、体育館使用内規、バイク通学規程、学生会会則等
については学生生活のしおりに掲載し学生に周知している。 
 
  ｃ．設置認可申請書、設置届出書、設置計画履修状況等報告書 

 今回の幼児保育学科に係る設置認可申請書等については、文部科学省の認可後にホーム
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ページに公表する。また、設置計画履行状況等報告書についても文部科学省へ報告後、ホ
ームページに公表する。 
 
  ｄ．自己点検・評価報告書 
  大学機関別認証評価、および年次ごとの自己点検・評価報告書はホームページに公表
している。 

 
  ｅ．認証評価の結果等 
  平成２２（２０１０）年度に、財団法人短期大学基準協会による第三者評価（認証評
価）を受審し、平成２３（２０１１）年３月２４日付けで「適格」であると認定され、そ
の結果の大学機関別認証評価報告書はホームページに公表している。 
 

 
 
 
 
⑭ 教育内容等の改善を図るための組織的な研修等 
 

１．基本方針 
 
 教員の資質向上を図るべく、本学ではＦＤ委員会を設置し、公開授業強化週間（プチウ
ィーク）の実施や、非常勤を含む全科目全担当教員に対する学生授業評価アンケートの実
施、アンケート結果の期中改善報告、相互の教育方法・指導改善例の紹介、公益財団法人
大学コンソーシアム京都の研修参加等を通じて、教育内容等改善のための組織的取り組み

を継続的に実施してきた。平成２４年（２０１２）年度より、学科新設にともなって既存
の学科についても生じる諸課題を緊急に検討するため、学長室を設置して、ＦＤ活動につ
いても再考していたが、平成２７年２月１日付で再度組織や役職の編成を改編し、副学長
を委員長とするＦＤ委員会を組織し、学長方針と教員の検討がスムーズに行われるように
した。基本的には全学的なＦＤ活動と、学科固有の課題にもとづくＦＤ活動との両面を見
据えて、教員の自主性と、授業改善のみにとどまらない包括的な活動を目指す。 

 そのうえで、本学科では、現場理解とその課題点に対する具体的な指導方法と、各々の
専門分野からの最新の知見を授業内容に織り込むことを重要と考えている。また、本学科
所属教員全員で学生指導を行う方針から、専門分野を超えて教員同士が最新の研究成果を
公開し、学科に在籍する教員間で専門的知識が共有されていくことを重視したい。 
 このような考えのもとで遂行する予定の「授業内容・方法の改善を図るための組織的取
組み」の具体的方針は、以下に示すとおりである。 

 
(1) 幼児教育・保育現場の理解を主とした授業方法の絶えざる改善 
(2) 各教員の専門分野における教育研究活動の推進 
(3) 幼児保育学科に在籍する各教員間の教育に関する方針の共有 
(4) 全学における教育理念の浸透と帰納 
(5) 教育と研究サイクルの確立 

 
 
２．具体的内容 
 
（１）授業評価とＦＤ活動 
 本学科でも、既存の２学科で共通に行なわれている「授業評価アンケート」を共通の

尺度として実施する。ただし、既存学科の実習や演習と異なる形態、内容、指導のねら
いがある科目も多いので、アンケートの質問項目等については既存の２学科と協議・検
討する。 
また、一般に、各大学で従来の授業評価アンケートが形骸化している事例がしばしば見
られるため、従来のアンケートの見直しや、ＦＤ活動の一環として教員間での授業評価
を実施することも計画し、提案していく予定である。 
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（２）それ以外の内容 
 授業内容方法の改善を図るための組織的取組みとして、本学科の場合、短期大学教授会、
学科会議、関係科目担当者会議の三層での実施を計画している。 
 本学科固有の課題について、学科会議において検討を深める。また学科会議においては、
関係科目の担当者による協議から提案される諸課題についての学科統一指針等の策定、勉
強会・研究会の実施等を計画する。さらに、各種実習指導関連プログラム等の事前予告は

もとより実習後の報告を行い、プログラムの実施担当教員のみならず広く各教員からの意
見を聴取し、問題や課題検証の機会をつくる。同時に学科全体で各種プログラムの事前・
事後の微調整や学生への個別対応の検討等を日常的に行う。 
 
 具体的には、現在実施している研修や学生による授業評価アンケートの活用ばかりでな
く、ティーチング・ポートフォリオ（学生の資料として活用できるように事前に本学のホ

ームページに講義資料や補助教材などを掲載する）などの活用も予定している。 
 
 さらに、現行の保育士養成課程において兼任教員等の協力は不可欠な要素であるが、専
任教員との教育上の連携を強化するために、「保育内容関係科目担当者会議」や「基礎技
能関係科目担当者会議」等を実施する予定である。このように、保育内容総論や各論の担
当教員が相互にシラバスを確認し合い、授業内容や学生指導の課題について議論すること

こそが、学科として非常に重要であると考える。 
 
 
 
 
 

⑮ 社会的・職業的自立に関する指導等及び体制 
 
１．教育課程内の取組について 
 
 本学科においては、教養教育科目に「キャリアプランニング」の授業を開設している。
この授業では、卒業後の進路選択を考えるだけではなく、長い人生設計を考える機会を提

供するように授業計画を立てている。具体的には、キャリアの概念、自己理解、他者理解、
マナー・コミュニケーション等について、就業観の醸成や社会人としての倫理観、キャリ
アプランの作成等を実施する。 
  
 「保育実習指導」や「教育実習指導」では、オリエンテーション、大学生活における入
門、レジュメやレポート作成についての講義を取り入れ、高校生から大学生への転換期を

スムーズに移行できるように統一シラバスを使用して説明を行う。この授業においては、
幼児教育や保育に必要な基礎的能力の修得とともに、より主体的、意欲的な学修に向けて、
進路選択や就職活動に関するガイダンス等の初期キャリア支援も併せて実施していく。そ
の他、各種実習報告会等に保育・福祉現場等の講師をゲストスピーカーとして招聘するこ
とや、卒業生等の輩出後は併せてゲストコメンテーターとして招聘する等を通して、学生
の進路や就職への意識化を図る。 

 
 
２．教育課程外の取組について 
 
 本学では、本学の建学の精神の理解や大学生活へのスムーズな移行を目的として、レポ
ート作成等の様々な課題を実施する入学前教育を実施している。さらに、入学時のオリエ

ンテーションを、学生生活の目標形成の一助とする。 
 
 教育課程外においては、学生支援部などと協力し、現在も行われている「就職セミナー」、
個人面談、「三者面談」、自己分析、履歴書作成、マナー実践レッスン、ディスカッショ
ン、面接指導等の本学科に即した実施を行なっていく予定である。また、すでにある「マ
ナー・プロトコール検定対策講座」等、進路に関する情報提供や資格取得に向けた講座開

設等の活用も予定している。こうしたプログラムや講座を通じてきめ細かで丁寧な個別対
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応を行い、情報過多に陥りがちな学生たちひとりひとりに対して適切に指導及び情報提供
を行い、将来の選択の一助とする。 
 
  本学科ではクラス担任制を実施する。そのため、オフィスアワー以外でも日々の相談
を行うことが可能になる。また、ヘルスケアとメンタルケアを視野に、教員だけではなく、
学生支援部や保健室を中心とする職員、本人、保護者の四者による密な連絡体制が構築し

ていく予定である。 
 
 
３．適切な体制の整備について 
  
 「幼児保育学科」では、保育や幼児教育を専門的に学び、現代の幼児教育保育や保育、

児童福祉の業界において活躍できる人材の養成を目指している。本学科の特性から、学生
自身の将来像は明確であり、講義・体験学習・実習等において具体的な幼児教育・保育現
場に関わることで、就業観は向上すると考えられる。また、学生の進路多様化に対応する
ため、演習担当教員は、進路関連の個別指導を行う。なお、幼稚園や認定子ども園、保育
所、居住型児童福祉施設についての学修・進路サポート、および実習受入施設等に対する
求人開拓など、教職一体となった連携体制をもって進路支援に取り組んでいく。 
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質
の

獲
得

と
完

成

前
期

：
応

用
力

と
資

質
の

修
得

後
期

：
応

用
力

と
資

質
の

完
成

各
科

目
の

学
年

配
当

表

基
礎
科
目

専
門
科
目

その他

演
習

科
目

教養教育科目

伝
統

文
化

科
目

社
会

人
教

育
科

目

専門教育科目

基
礎

技
能

科
目

教
育

及
び

保
育

の
本

質
科

目

保
育

の
対

象
理

解
科

目

教育及び保育内容

・方法科目

５領域

【
資
料
５
】



【資料６】履修モデル　幼稚園教諭二種免許と保育士資格を取得する学生の履修モデル

前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位

伝統文化科目 いけばなと現代生活Ⅰ 2 2

体育実技 1 1

体育理論 2 2

英語 2 2

憲法 2 2

情報処理演習 2 2

気づきと思考力 2 2

小計 11 2 0 0 13

音楽A 2 2

造形A 2 2

幼児体育A 2 2

教職論 2 2

教育原理 2 2

保育原理 2 2

児童家庭福祉 2 2

社会福祉 2 2

社会的養護 2 2

保育者論 2 2

乳児保育 2 2

障がい児保育 2 2

教育心理学 2 2

保育の心理学A 2 2

保育の心理学B 1 1

4 4

子どもの保健B 1 1

子どもの食と栄養 2 2

家庭支援論 2 2
子ども理解と教育相談 2 2

保育課程論 2 2

保育内容総論 1 1

教育課程総論 2 2
保育内容演習(健康の指導A) 1 1
保育内容演習(人間関係A) 1 1

保育内容演習(環境A) 1 1
保育内容演習(言葉と文化A) 1 1
保育内容演習(音楽表現A) 1 1
保育内容演習(造形表現A) 1 1

保育内容演習(身体表現A) 1 1

社会的養護内容 1 1

保育相談支援 1 1
保育・教育指導法(音楽表現) 1 1
保育・教育指導法(造形表現) 1 1
保育・教育指導法(言葉) 1 1

教育方法論 2 2

相談援助 1 1

演習科目 保育・教職実践演習（幼稚園） 2 2

保育実習Ⅰ(保育所) 2 2

保育実習Ⅰ(施設) 2 2

保育実習指導Ⅰ 2 2

保育実習ⅡまたはⅢ 2 2

1 1

教育実習 4 4

教育実習指導 1 1

小計 20 25 16 15 76

31 27 16 15 89

取得
単位数

保育実習指導ⅡまたはⅢ

取得
単位数

教育及び
保育内容

・
方法科目

実習科目

１年次 ２年次

専
門
教
育
科
目

保育の対
象

の理解科
目

教養
基礎科目

教
養
教
育
科
目

基礎
技能科目

教育及び
保育の
本質科目

子どもの保健A

科目区分



【資料７】履修モデル　子ども関連の施設・企業等への就職を目指す学生の履修モデル

前期 単位 後期 単位 前期 単位 後期 単位

いけばなと現代生活Ⅰ 2 2

いけばなと現代生活Ⅱ 2 2

茶の湯と伝統文化Ⅰ 1 1

茶の湯と伝統文化Ⅱ 1 1

リーディング&
ライティングスキル 1 1

英語 2 2

情報処理演習 2 2

気づきと思考力 2 2

小計 8 5 0 0 13

音楽A 2 2

造形A 2 2

幼児体育A 2 2

教職論 2 2

教育原理 2 2

保育原理 2 2

児童家庭福祉 2 2

社会福祉 2 2

保育者論 2 2

乳児保育 2 2

障がい児保育 2 2

教育心理学 2 2

保育の心理学A 2 2

4 4

子ども理解と教育相談 2 2

保育課程論 2 2

保育内容総論 1 1

教育課程総論 2 2

保育内容演習(健康の指導A) 1 1

保育内容演習(人間関係A) 1 1

保育内容演習(環境A) 1 1

保育内容演習(言葉と文化A) 1 1

保育内容演習(音楽表現A) 1 1

保育内容演習(造形表現A) 1 1

保育内容演習(身体表現A) 1 1

保育・教育指導法(音楽表現) 1 1

保育・教育指導法(造形表現) 1 1

保育・教育指導法(言葉) 1 1

演習科目 保育・教職実践演習（幼稚園） 2 2

小計 16 17 8 8 49

24 22 8 8 62
取得
単位数

専
門
教
育
科
目

基礎
技能科目

教育及び
保育の
本質科目

保育
の対象
の理解
科目

取得
単位数

教
養
教
育
科
目

子どもの保健A

教育及び
保育内容

・
方法科目

科目区分
１年次 ２年次

教養
基礎科目

伝統文化科目
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ᐊ
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科
目
名

担
当
者
名

教
室

科
目
名

担
当
者
名

教
室

科
目
名

担
当
者
名

教
室

科
目
名

担
当
者
名

教
室

科
目
名

担
当
者
名

教
室

科
目
名

担
当
者
名

教
室

2
4
4

2
4
5

2
3
5
5
1
5
2

5
3
・
4
3

2
4
4

2
4
5

2
3
5
5
1
5
2

5
3
・
4
3

2
4
4

2
4
5

2
3
5
5
1
5
2

5
3
・
4
3

土

1 限

①

①
①

1 年
保
育
の
心
理
学
A

林
幸
範

5
2

教
育
原
理

幼
児
保
育
学
科
　
前
期

月
火

水
木

金

林
幸
範

5
1

保
育
実
習
指
導
Ⅱ
�①
～
⑦

②
③

茶
の
湯
と
伝
統
文
化
Ⅰ
（
裏
）
③

茶
道
教
員

茶
道
教
室

①

①
①

2 年
教
職
論

宮
武
正
明

5
2

情
報
処
理
演
習
①

萩
野
晃
大

/
山
西
良
典

7
1

②
茶
の
湯
と
伝
統
文
化
Ⅰ
（
裏
）
②

茶
道
教
員

茶
道
教
室

村
島
義
彦

5
2

気
づ
き
と
思
考
力

松
井
邦
子

こ
こ
ろ

ホ
ー
ル

児
童
家
庭
福
祉

松
井
邦
子

末
次
有
加

5
3

③

2 限

①

①
①

1 年
体
育
理
論

宮
下
恭
子

専
任
教
員

保
育
内
容
演
習

(健
康
の
指
導
A
)①

宮
下
恭
子

5
1

②

②
保
育
内
容
演
習

(言
葉
と
文
化
B
)②

神
戸
洋
子

5
3

相
談
援
助
②

村
島
義
彦

5
3

保
育
内
容
演
習

(人
間
関
係
A
)①

専
任
教
員

林
幸
範

5
1

5
2

②

②
③

①

①
①

2 年

保
育
内
容
演
習

(造
形
表
現
B
)①

中
西
茂
幸

5
2

社
会
福
祉

丸
岡
利
則

5
2

教
育
方
法
論

篠
原
い
く
よ

5
2

子
ど
も
の
保
健
A

北
村
米
子

5
2

比
較
文
化
論

社
会
的
�養
護
内
容
②

宮
武
正
明

5
1

保
育
内
容
演
習

(健
康
の
指
導
A
)②

宮
下
恭
子

5
1

②

②
表
現
指
導
研
究
A

(い
け
ば
な
)②

土
屋
郁
剛

2
1

保
育
内
容
演
習

(人
間
関
係
A
)②

③

表
現
指
導
研
究
A

(い
け
ば
な
)①

土
屋
郁
剛

2
1

相
談
援
助
①

末
次
有
加

5
3

図
画

工
作
室

保
育
内
容
演
習

(言
葉
と
文
化
B
)①

神
戸
洋
子

5
3

教
育
実
習
指
導
�①
～
⑦

末
次
有
加

5
2

②
幼
児
体
育
A
②

細
川
賢
司

・
宮
下
恭
子

体
育
館

体
育
実
技
②

細
川
賢
司

・
宮
下
恭
子

体
育
館

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
②

茶
道
教
員

茶
道
教
室

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
＆
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
①

神
戸
洋
子

5
1

家
庭
支
援
論

林
幸
範

5
3

茶
道
教
員

茶
道
教
室

造
形
A
①

岩
野
勝
人

図
画

工
作
室

茶
の
湯
と
伝
統
文
化
Ⅰ
（
表
）

2
1

①

①
①

2 年

茶
の
湯
と
伝
統
文
化
Ⅲ
①

茶
道
教
員

茶
道
教
室

子
ど
も
の
食
と
栄
養
①

北
出
か
お
る

佐
々
木
由
喜
子

/
(伊
東
薫
)

そ
の
他
非
常
勤

音
楽
教
室

い
け
ば
な
と
現
代
生
活
Ⅰ
③
（
生
花
）
華
道
教
員

①

①
①

1 年

茶
の
湯
と
伝
統
文
化
Ⅰ
（
裏
）
①

②
③

音
楽
A
③

5
3

②

②
保
育
の
心
理
学
B
②

林
幸
範

5
1

保
育
内
容
演
習
(環
境
A
)②

平
林
祥

5
1

保
育
実
習
指
導
Ⅲ
�①
～
⑦

専
任
教
員

い
け
ば
な
と
現
代
生
活
Ⅲ
①
(自
由
花
)

華
道
教
員

2
1

5
3

保
育
内
容
演
習

(音
楽
表
現
B
)②

佐
々
木
由
喜
子

/
(伊
東
薫
)

リ
ト
ミ
ッ
ク
室

③
5
1

4 限

①

①
①

1 年

幼
児
体
育
A
①

社
会
的
�養
護
内
容
①

宮
武
正
明

3 限

細
川
賢
司

・
宮
下
恭
子

体
育
館

い
け
ば
な
と
現
代
生
活
Ⅰ
①
（
生
花
）
華
道
教
員

2
1

い
け
ば
な
と
現
代
生
活
Ⅰ
①
（
自
由
花
）

保
育
内
容
演
習

(身
体
表
現
A
)②

宮
下
恭
子

5
1

③
体
育
実
技
③

細
川
賢
司

・
宮
下
恭
子

体
育
館

い
け
ば
な
と
現
代
生
活
Ⅰ
③
（
自
由
花
）
華
道
教
員

篠
原
い
く
よ

5
2

②
音
楽
A
②

佐
々
木
由
喜
子

/
(伊
東
薫
)

そ
の
他
非
常
勤

音
楽
教
室

造
形
A
②

岩
野
勝
人

図
画

工
作
室

情
報
処
理
演
習
②

華
道
教
員

2
1

キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
①

林
幸
範

5
3

保
育
原
理

萩
野
晃
大

/
山
西
良
典

②
リ
ー
デ
ィ
ン
グ
＆
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
ス
キ
ル
②

神
戸
洋
子

7
1

2
2

②
保
育
内
容
演
習

(造
形
表
現
B
)②

中
西
茂
幸

図
画

工
作
室

子
ど
も
の
食
と
栄
養
②

2
1

保
育
内
容
演
習

(音
楽
表
現
B
)①

佐
々
木
由
喜
子

/
(伊
東
薫
)

③

い
け
ば
な
と
現
代
生
活
Ⅲ
②
(生
花
)
華
道
教
員

北
出
か
お
る

5
1

い
け
ば
な
と
現
代
生
活
Ⅲ
③
(生
花
)

華
道
教
員

2
2

①

①
①

2 年

保
育
の
心
理
学
B
①

林
幸
範

5
1

②
い
け
ば
な
と
現
代
生
活
Ⅲ
①
(生
花
)
華
道
教
員

3
1

保
育
内
容
演
習

(身
体
表
現
A
)①

宮
下
恭
子

リ
ト
ミ
ッ
ク
室

5
1

保
育
内
容
演
習
(環
境
A
)①

平
林
祥

5
3

神
戸
洋
子

5
2

憲
法

萩
野
晃
大

/
山
西
良
典

7
1

佐
々
木
由
喜
子

/
(伊
東
薫
)

そ
の
他
非
常
勤

音
楽
教
室

体
育
実
技
①

細
川
賢
司

・
宮
下
恭
子

体
育
館

5
3

②
い
け
ば
な
と
現
代
生
活
Ⅲ
②
(自
由
花
)

華
道
教
員

2
1

細
川
賢
司

・
宮
下
恭
子

体
育
館

造
形
A
③

岩
野
勝
人

図
画

工
作
室

情
報
処
理
演
習
③

沼
口
智
則

5
2

②
い
け
ば
な
と
現
代
生
活
Ⅰ
②
（
生
花
）
華
道
教
員

2
1

い
け
ば
な
と
現
代
生
活
Ⅰ
②
（
自
由
花
）
華
道
教
員

2
1

③

国
語

6 限

①
①

①
1 年

①

2 年
保
育
者
論

5 限

①

①
①

1 年

音
楽
A
①

②
幼
児
体
育
A
③

①

①

①
①

①
2 年

保
育
実
習
Ⅱ
①
～
⑦

②
③

い
け
ば
な
と
現
代
生
活
Ⅲ
③
(自
由
花
)

華
道
教
員

2
2

専
任
教
員

②
保
育
実
習
Ⅲ
①
～
⑦

専
任
教
員

②
③②

②
③

教
育
実
習
①
～
⑦

専
任
教
員

篠
原
い
く
よ

【資料１１】幼児保育学科時間割



科
目
名

担
当
者
名

教
室

科
目
名

担
当
者
名

教
室

科
目
名

担
当
者
名

教
室

科
目
名

担
当
者
名

教
室

科
目
名

担
当
者
名

教
室

科
目
名

担
当
者
名

教
室

2
4
4

2
4
5

2
3
5
5
1
5
2

5
3
・
4
3

2
4
4

2
4
5

2
3
5
5
1
5
2

5
3
・
4
3

2
4
4

2
4
5

2
3
5
5
1
5
2

5
3
・
4
3

2
4
4

2
4
5

2
3
5
5
1
5
2

5
3
・
4
3

土

１ 限

①

①
①
1 年

教
育
心
理
学

林
幸
範

5
2

教
育
課
程
総
論

幼
児
保
育
学
科

後
期

月
火

水
木

金

2
4
2
(造
形
)

②
茶
の
湯
と
伝
統
文
化
Ⅱ
②

茶
道
教
員

茶
道
教
室

②
③

茶
の
湯
と
伝
統
文
化
Ⅱ
③

茶
道
教
員

茶
道
教
室

村
島
義
彦

5
2

保
育
実
習
指
導
Ⅰ
①
～
⑦

専
任
教
員

保
育
内
容
演
習
�(造
形
表
現
A
)①

中
西
茂
幸

保
育
内
容
演
習

(環
境
B
)②

5
1

子
ど
も
の
保
健
B
①

北
村
米
子

5
1

保
育
・
教
職
実
践
演
習
�(幼
稚
園
)①
～
⑦

専
任
教
員

5
3

保
育
・
教
育
指
導
法
�(言
葉
)②

神
戸
洋
子

5
3

保
育
内
容
演
習

(身
体
表
現
B
)①

宮
下
恭
子

平
林
祥

２ 限

①

①
①
1 年

保
育
課
程
論

①

① ②

③②①
2 年

③

①

①
①
2 年

保
育
内
容
演
習

(環
境
B
)①

佐
々
木
由
喜
子

/
(伊
東
薫
)

音
楽
教
室

②
松
井
邦
子

5
2

社
会
的
養
護

宮
武
正
明

5
2

保
育
内
容
演
習

(音
楽
表
現
A
)①

篠
原
い
く
よ

5
2

子
ど
も
の
保
健
A

北
村
米
子

5
2

社
会
と
共
生

林
幸
範

5
1

平
林
祥

5
3

保
育
・
教
育
指
導
法
�(言
葉
)①

②
乳
児
保
育
②

石
田
裕
子

5
3

③

乳
児
保
育
①

石
田
裕
子

②

②
保
育
内
容
演
習

(身
体
表
現
B
)②

宮
下
恭
子

5
1

保
育
内
容
演
習
�(人
間
関
係
B
)②

5
1

保
育
相
談
支
援
①

末
次
有
加

5
1

神
戸
洋
子

5
3

保
育
実
習
指
導
Ⅱ
�①
～
⑦

専
任
教
員

保
育
内
容
演
習
�(人
間
関
係
B
)①

林
幸
範

中
西
茂
幸

図
画

工
作
室

5
3

３ 限

①

①
①

1 年

子
ど
も
の
保
健
B
②

北
村
米
子

②
幼
児
体
育
B
②

細
川
賢
司

/
(宮
下
恭
子
)

体
育
館

い
け
ば
な
と
現
代
生
活
Ⅱ
③
(自
由
花
)

華
道
教
員

2
1

②
保
育
内
容
演
習

(音
楽
表
現
A
)②

佐
々
木
由
喜
子

/
(伊
東
薫
)

音
楽
教
室

③
英
語
③

大
久
保
友
博

5
3

音
楽
B
③

音
楽
教
室

い
け
ば
な
と
現
代
生
活
Ⅱ
③
(生
花
)
華
道
教
員

2
1

5
3

茶
の
湯
と
伝
統
文
化
Ⅱ
①

茶
道
教
員

茶
道
教
室

造
形
B
①

①

①
①
2 年

茶
の
湯
と
伝
統
文
化
Ⅳ
①

茶
道
教
員

茶
道
教
室

保
育
内
容
演
習
�(健
康
の
指
導
B
)①

佐
々
木
由
喜
子

/
(伊
東
薫
)

そ
の
他
非
常
勤

②

②
保
育
内
容
総
論
②

篠
原
い
く
よ

5
1

保
育
・
教
育
指
導
法
�(造
形
表
現
)②

音
楽
教
室

表
現
指
導
研
究
B
�(い
け
ば
な
)①

森
川
佳
代

2
1

宮
下
恭
子

5
3

保
育
実
習
指
導
Ⅲ
�①
～
⑦

専
任
教
員

保
育
・
教
育
指
導
�法
(音
楽
表
現
)①

佐
々
木
由
喜
子

/
(伊
東
薫
)

岩
野
勝
人

図
画

工
作
室

2
1

保
育
内
容
演
習
�(言
葉
と
文
化
A
)①

中
西
茂
幸

図
画

工
作
室

い
け
ば
な
と
現
代
生
活
Ⅱ
②
(生
花
)
華
道
教
員

４ 限

①

①
①
1 年

幼
児
体
育
B
①

細
川
賢
司

/
(宮
下
恭
子
)

体
育
館

音
楽
B
①

保
育
相
談
支
援
②

末
次
有
加

5
1

③

2
1

②
障
が
い
児
保
育
②

末
次
有
加

5
1

③
保
育
内
容
演
習

(造
形
表
現
A
)③

神
戸
洋
子

5
2

②
英
語
②

大
久
保
友
博

5
3

造
形
B
②

佐
々
木
由
喜
子

/
(伊
東
薫
)

そ
の
他
非
常
勤

音
楽
教
室

い
け
ば
な
と
現
代
生
活
Ⅱ
①
(生
花
)
華
道
教
員

①

①
①
2 年

保
育
内
容
総
論
①

篠
原
い
く
よ

5
1

保
育
・
教
育
指
導
法
�(造
形
表
現
)①

中
西
茂
幸

図
画

工
作
室

い
け
ば
な
と
現
代
生
活
Ⅱ
②
(自
由
花
)

華
道
教
員

2
1

②

5
3

保
育
・
教
育
指
導
�法
(音
楽
表
現
)②

佐
々
木
由
喜
子

/
(伊
東
薫
)

音
楽
教
室

岩
野
勝
人

図
画

工
作
室

い
け
ば
な
と
現
代
生
活
Ⅳ
①
(生
花
)

華
道
教
員

2
1

い
け
ば
な
と
現
代
生
活
Ⅳ
②
(生
花
)

華
道
教
員

2
2

③

５ 限

①

①
①

1 年

英
語
①

大
久
保
友
博

5
3

い
け
ば
な
と
現
代
生
活
Ⅱ
①
(自
由
花
)

造
形
B
③

①
①
2 年

子
ど
も
理
解
と
教
育
相
談

林
幸
範

②
表
現
指
導
研
究
B

(い
け
ば
な
)②

森
川
佳
代

2
2

保
育
内
容
演
習
�(健
康
の
指
導
B
)②

宮
下
恭
子

②
保
育
内
容
演
習
�(造
形
表
現
A
)②

中
西
茂
幸

図
画

工
作
室

音
楽
B
②

佐
々
木
由
喜
子

/
(伊
東
薫
)

そ
の
他
非
常
勤

音
楽
教
室

華
道
教
員

2
1

障
が
い
児
保
育
①

末
次
有
加

5
1

②
保
育
内
容
演
習
�(言
葉
と
文
化
A
)②

神
戸
洋
子

5
2

③
幼
児
体
育
B
③

細
川
賢
司

/
(宮
下
恭
子
)

体
育
館

中
西
茂
幸

図
画

工
作
室

華
道
教
員

2
2

③

5
2

い
け
ば
な
と
現
代
生
活
Ⅳ
①
(自
由
花
)

華
道
教
員

2
1

６ 限

①
①
①
1 年

① ①
①
①
2 年

教
育
実
習
①
～
⑦

②

②
い
け
ば
な
と
現
代
生
活
Ⅳ
②
(自
由
花
)

②
③

保
育
実
習
Ⅰ
(施
設
)①
～
⑦

専
任
教
員

②
保
育
実
習
Ⅰ
(保
育
所
)①
～
⑦

専
任
教
員

②
③②

専
任
教
員

【資料１１】幼児保育学科時間割



【資料１２】幼稚園二種免許　科目読替表

１．『幼稚園教諭二種免許状』取得のための単位数及び科目
基礎資格

教科に関する科目

6

２．教科に関する科目
科目名 配当年次 単位数

　国語 1 2
○音楽Ａ 1 2
　音楽Ｂ 1 2
○造形Ａ 1 2
　造形Ｂ 1 2
○幼児体育Ａ 1 2
　幼児体育Ｂ 1 2

（注）○は必修科目
３．教職に関する科目

科目 各科目に含める必要事項 単位数 科目名 配当年次 単位数 最低修得単位数
・教職の意義及び教員の役割
・教員の職務内容
（研修、服務及び身分保障等
を含む。）

・進路選択に資する各種の機
会の提供等

・教育課程の意義及び編成の
方法

○教職課程総論
1 2

○保育内容演習（健康の指導Ａ） 1 1
○保育内容演習（人間関係Ａ） 1 1
○保育内容演習（環境Ａ） 1 1
○保育内容演習（言葉と文化Ａ） 1 1
○保育内容演習（音楽表現Ａ） 1 1
○保育内容演習（造形表現Ａ） 1 1
○保育内容演習（身体表現Ａ） 1 1
　保育内容演習（健康の指導Ｂ） 2 1
　保育内容演習（人間関係Ｂ） 2 1
　保育内容演習（環境Ｂ) 2 1
　保育内容演習（言葉と文化Ｂ） 2 1
　保育内容演習（音楽表現Ｂ） 2 1
　保育内容演習（造形表現Ｂ） 2 1
　保育内容演習（身体表現Ｂ） 2 1
　保育・教育指導法（音楽表現） 1 1
　保育・教育指導法（造形表現） 1 1
　保育・教育指導法（言葉） 1 1

・教育の方法及び技術（情
報機器及び教材の活用を含
む。）

○教育方法論

1 2

生徒指導、教育
相談及び進路指
導等に関する科
目

・幼児理解の理論及び方法 2 ○子ども理解と教育相談

2 2

○教育実習 2 4
○教育実習指導 2 1

2 ○保育・教職実践演習（幼稚園） 2 2
（注）○は必修科目

４．免許法施行規則第66条の6に定める科目

単位数 科目名 配当年次 単位数 最低修得単位数
○体育実技 1 1
○体育理論 1 2

2 ○英語 1 2
2 ○憲法 1 2
2 ○情報処理演習 1 2

（注）○は必修科目

短期大学士の学
位を有すること

免許法施行規則第66条の6に
定める科目

929

教職に関する科目

本学における最低修得単位数

日本国憲法
情報機器の操作

免許法施行規則に定める科目及び単位数
科目

体育 2

外国語コミュニケーション

本学で修得すべき科目

9単位

2単位

教育実習 5 5単位

教職実践演習 2単位

教育課程及び
指導法に
関する科目

12 14単位

・保育内容の指導法

教育の基礎理論
に関する科目

・教育の理念並びに教育に関
する歴史及び思想

4 ○教育原理 1 2 4単位

・幼児、児童及び生徒の心身
の発達及び学習の過程（障害
のある幼児、児童及び生徒の
心身の発達及び学習の過程
を含む。）

○教育心理学 1 2

免許法施行規則に定める科目区分等 本学で修得すべき科目

教職の意義等に
関する科目

2 ○教職論 2 2 2単位

最低修得単位数

6単位

免許法施行規則に�定める科目区分
国語

音楽

図画工作

体育



【資料１３】保育士資格　科目読替表

厚労省の定めた教科目
外国語（演習） 英語 1 2
体育（講義） 体育理論 1 2
体育（実技） 体育実技 1 1

憲法 1 2
情報処理演習 1 2
気づきと思考力 1 2

保育原理（講義） 保育原理 1 2
教育原理（講義） 教育原理 1 2
児童家庭福祉（講義） 児童家庭福祉 1 2
社会福祉（講義） 社会福祉 1 2
相談援助（演習） 相談援助 2 1
社会的養護（講義） 社会的養護 1 2
保育者論（講義） 保育者論 2 2
保育の心理学Ｉ（講義） 保育の心理学Ａ 1 2
保育の心理学Ⅱ（演習） 保育の心理学Ｂ 2 1
子どもの保健Ｉ（講義） 子どもの保健Ａ 1 4
子どもの保健Ⅱ（演習） 子どもの保健Ｂ 2 1
子どもの食と栄養（演習） 子どもの食と栄養 2 2
家庭支援論（講義） 家庭支援論 1 2
保育課程論（講義） 保育課程論 1 2
保育内容総論（演習） 保育内容総論 1 1

保育内容演習(健康の指導Ａ) 2 1
保育内容演習(人間関係Ａ) 2 1
保育内容演習(環境Ａ) 2 1
保育内容演習(言葉と文化Ａ) 1 1
保育内容演習(音楽表現Ａ) 1 1
保育内容演習(造形表現Ａ) 1 1
保育内容演習(身体表現Ａ) 1 1

乳児保育（演習） 乳児保育 1 2
障害児保育（演習） 障がい児保育 1 2
社会的養護内容（演習） 社会的養護内容 2 1
保育相談支援（演習） 保育相談支援 2 1

音楽Ａ 1 2
造形Ａ 1 2
幼児体育Ａ 1 2

保育実習Ｉ（保育所）（実習） 保育実習Ⅰ（保育所） 1 2
保育実習Ｉ（施設）（実習） 保育実習Ⅰ（施設） 1 2
保育実習指導Ｉ（演習） 保育実習指導Ｉ 1 2

総合演習 保育実践演習（演習） 保育・教職実践演習（幼稚園） 2 2 2単位
子ども理解と教育相談 2 2
教育心理学 1 2
教育方法論 1 2
保育内容演習(健康の指導Ｂ) 2 1
保育内容演習(人間関係Ｂ) 2 1
保育内容演習(環境Ｂ) 2 1
保育内容演習(言葉と文化Ｂ) 2 1
保育内容演習(音楽表現Ｂ) 2 1
保育内容演習(造形表現Ｂ) 2 1
保育内容演習(身体表現Ｂ) 2 1
保育・教育指導法(音楽表現) 2 1
保育・教育指導法(造形表現) 2 1
保育・教育指導法(言葉) 2 1
国語 1 2
音楽Ｂ 1 2
造形Ｂ 1 2
幼児体育Ｂ 1 2
保育実習Ⅱ 2 2
保育実習Ⅲ 2 2
保育実習指導Ⅱ 2 1
保育実習指導Ⅲ 2 1

6単位

選
択
必
修
科
目

保育の対象の理解に関する科目

6単位
以上
選択

保育の内容・方法に関する科目

保育の表現技術

保育実習Ⅱ又はⅢ（実習）
いずれか1科目

選択必修

保育実習指導Ⅱ又はⅢ（演習）
保育実習Ⅱ又はⅢに合
わせて1科目選択必修

教養科目
全

11単位
必修

その他

必
修
科
目

保育の本質・目
的に関する科目

13単位

全
55単位
必修

保育の対象の理
解に関する科目

12単位

保育の内容・方
法に関する科目

16単位

保育内容演習（演習）

保育の表現技術
保育の表現技術（演習）

6単位

保育実習

単位修得条件区分 分野 授業科目名
開構
年次

単位数



４
月

５
月

６
月

７
月

８
月

９
月

１
０

月
１

１
月

１
２

月
１

月
２

月
３

月
前

班
後

班

１
年

生

教
育

実
習

Ⅰ
(
前

期
)

教
育

実
習

Ⅱ
（

後
期

）

教
育

実
習

事
後

指
導

教
育

実
習

事
前

事
後

指
導

実
習
計
画
表

保
育

実
習

事
後

指
導

２
年

生
教

育
実

習

保
育

実
習

事
前

指
導

１
年

生

２
年

生

保
育

実
習

前
班

後
班

保
育

実
習

Ⅰ
（

保
育

所
）

保
育

実
習

Ⅰ
（

施
設

）

保
育

実
習

Ⅰ
（

保
育

所
）

保
育

実
習

Ⅰ
（

施
設

）
保

育
実

習
事

後
指

導
保

育
実

習
Ⅱ

・
Ⅲ

保
育

実
習

Ⅱ
・

Ⅲ

【
資
料
１
８
】
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【資料１９】 

教 育 実 習 計 画 

 

１ 教育実習の内容及び成績評価等  
教育実習はⅠ（前期）・Ⅱ（後期）に分け、２年次の５月から１２月までに実施する。 

 
① 教育実習の時期や内容等 

実習の段階 期間 時間数 内容 実習校の確保の方法 

教育実習Ⅰ 

（前期） 
 
 
 

５月 

～ 

７月 
 

２週間 
(80時間） 
 
 

幼稚園の１日の流れや教諭と子供たちの関係性、幼稚

園での子供の姿などの観察をする観察実習を行い、さら

にその観察や担任教諭の指導などに基づいて、子供た

ちとの活動や部分実習を実施する。 

実習園は、学生の通学圏内を

原則とし、卒園幼稚園や自己

開拓による幼稚園で実施し、

希望学生数の実習先は確保

する。 

 教育実習Ⅱ 

（後期） 
 

10月

～ 

12月 

２週間 
(80時間） 

園での子供の姿や担当教諭の指導などを参考に部分

実習を積み重ね、最終的に責任実習を実施する。 

 

② 教育実習生に対する指導の方法  

事前事後指導とは別に、実習に行く前に、各実習訪問担当教員からの指導（実習時およびオリエ

ンテーションの諸注意などの再確認、実習時の不安の解消など）、および教育実習訪問時の指導

（部分実習及び責任実習などの良い点や悪い点の指摘、問題点についての改善点など）を実施す

る。 
事後指導においては、各実習生と実習担当教員と担任などとの面談を実施し、自らの実習で学ん

だことなどを確認する。さらに、自分たちの実習体験をまとめ、どのようなことを学んだかを明確にする

目的で、実習体験等の報告書の作成、さらに発表会を実施する。 
その指導においては、将来の実線の場で柔軟な対応ができる実戦力が育成できるように、さらに平

成 18 年 7 月の中央教育審議会の答申などから教員としての資質能力としてあげられ、「教職実践

演習」でも重要とされている「使命感や責任感、教育的愛情など」「社会性や対人関係能力」「幼児

理解や学級経営」「保育内容などの指導力」についを、本学科でも主において、指導を実施する。 

 

③ 教育実習の成績評価（評価の基準及び方法）…添付資料「教育実習Ⅰ（前期）・Ⅱ（後期）評価
票」 

各実習先からの評価と、本学における実習指導及び実習日誌等を加味して、総合的に成績評価

を実施する。 

 

 
２ 事前及び事後の指導の内容等  
① 時期及び時間数  
教育実習事前指導は、２年次の４月から１３時間実施し、事後の指導は、実習が終了次第２時間実

施するとともに、３回のオリエンテーションを実施し、幼稚園教諭としての役割や幼児理解などの習得、
さらに実習の意義、実習に必要な技術などの習得を確実なものとする。なお、教育実習Ⅱ（後期）につ

いては、基本的には、２回のオリエンテーションとそれ以外では、実習訪問担当教員が個別に指導を実
施する。 

 
② 内容（具体的な指導項目） 
教育実習Ⅰ（前期）の事前指導では、幼稚園の位置づけや１日の流れ、実習の心得、日誌の書

き方などについて指導する。事後指導では、各個人の実習での反省点や問題点などを明確にし、

教育実習Ⅱ（後期）につなげるために、その改善点やさらなる大学での勉強の仕方などについて指

導する。 
教育実習Ⅱ（後期）の事前指導では、教育実習Ⅰ（前期）での各自の問題点を改善し、さらに責

任実習のための指導案の作成などについて指導する。事後指導では、卒業後の幼稚園教諭として

の成長を促すために、実習での問題点などについて指導を実施する。 
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教育実習の事前事後指導は、保育実習の事前事後指導とも連係をして実施をするが、特に実習

に重要と考えられる点については、重複して実施する。 
なお、事前事後指導は、実習担当教員が主で実施をするが、担任教諭も指導に参加をし、全教

員体制で実習にあたる。 
 ○「教育実習事前事後指導」の内容（２年次前期） 

 ［事前指導］ 
第 1 回：実施遊園の概要（歴史、施設、教育目標、内容、教員組織など）  

第 2 回：幼稚園生活の理解  
第 3 回：教師の役割の理解及び幼児の理解  
第 4 回：実習記録の方法及び記録の検討  
第 5 回：環境による教育の具体的な理解  

第 6 回：遊びの種類と実際  
第 7 回：部分指導・責任指導に向けた教材研究  
第 8 回：園の人間関係の理解 (教職員、幼児、保護者、実習生を含む） 
第 9 回：園行事のあり方  
第 10 回：観察による幼児理解  
第 11 回：実習生各自のテーマ及び指導案の研究  

第 12 回：援助的指導法の研究  
第 13 回：指導案の具体的な作成法及び検討  
 ［事後指導］ 
第 14 回：教育実習全般にわたる事後指導－自由討議による意見などの集約  
第 15 回：教育実習全般にわたる事後指導－14 回の発表と討議、レポートの作成  

 

○教育実習のオリエンテーション（２年次前期３回、２年次後期２回）の内容  
 ・教育実習Ⅰ（前期）…幼稚園教諭の役割の理解、幼児の理解、実習の意義、  

実習の諸注意、実習先との連絡法など 
・教育実習Ⅱ（後期）…教育実習Ⅰ（前期）の反省、幼稚園教諭の役割の理解、幼児の  

理解、実習の意義、実習の諸注意、実習先との連絡法など  
 

 ○授 業 以 外 の事 後 指 導 の 内 容  
  ①面談…実習の評価伝達として、各学生に対して、園評価及び各自のレポートなどを参照に実

施し、実習での学びの確認をする。 

②実習報告書の作成…各自の実習のレポートをもとに作成する 
③発表会…各自の実習レポートをもとに発表会を実施する。 

 

 
３ 教育実習に関して連絡調整等を行う委員会・協議会等（以下「委員会等」という。）  
 ①大学内の各学部・学科等との連絡調整を行う委員会等  
  ・委員会等の名称  
   実習指導室に「実習委員会」を設置する。 

実習委員会のもとに「教育実習担当者会」と「保育実習担当者会」を設置する。 

  ・委員会等の構成員  
   実習指導室長１名、実習担当教員３名、それ以外の教員２名、計６名  
  ・委員会等の運営方法  
   実習委員長が開催権を持ち、定期開催の委員会および、臨時開催の委員会を開催。  
 

  【委員会の組織図】 

         実習指導室－実習委員会  
                     
         教育実習担当者会   保育実習担当者会  
 
 ②大学外の関係機関との連絡調整等を行う委員会等  
  ・委員会等の名称  
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実習指導室に、「実習委員会」を設置する 
  ・委員会等の構成員  
   実習指導室長１名、実習担当教員３名、それ以外の教職員３人、計７名程度  
 

  ・委員会等の運営方法  

   実習委員長が開催権を持ち、定期開催の委員会および、臨時開催の委員会を開催する。  
 

  【委員会の組織図】 
         実習指導室－実習委員会  

 
 

４ 教育実習の受講資格  
 ◎教育実習の基礎的な受講資格 
・「健康診断」や「風疹の免疫抗体確認書」などの関係書類の提出（必須） 
・実習オリエンテーションの出席（必須） 
・それ以外の実習に関する指導の出席（必須）など 

 

◎教育実習Ⅰ（前期）の受講資格  
・教育心理学         ２単位 １年次後期開設 必修科目（単位取得） 

 ・教育原理          ２単位 １年次前期開設 必修科目（単位取得） 
 ・音楽Ａ           ２単位 １年次前期開設 必修科目（単位取得） 
 ・保育内容演習（音楽表現Ａ） １単位 １年次後期開設 必修科目（単位取得） 
 ・保育内容演習（造形表現Ａ） １単位 １年次後期開設 必修科目（単位取得） 

 ・保育内容演習（言葉と文化Ａ）１単位 １年次後期開設 必修科目（単位取得） 
 
◎教育実習Ⅱ（後期）の受講資格 
・教育実習Ⅰ（前期）     終了 
・教育実習指導        ２単位 ２年次前期開設 選択科目（事前指導終了） 
・保育内容演習（健康の指導Ａ）１単位 ２年次前期開設 必修科目（単位取得） 

・保育内容演習（人間関係Ａ） １単位 ２年次前期開設 必修科目（単位取得） 
・保育内容演習（環境Ａ）   １単位 ２年次前期開設 必修科目（単位取得） 
・子どもの理解と教育相談   ２単位 ２年次後期開設 必修科目（受講） 
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教育実習Ⅰ（前期）・Ⅱ（後期） 評価票  

 

 
番号 

 

 
 
 

 
氏名 

 

 
 
 

 
園長 

 

 
印 

 

 
担任氏名 

 

 
印 

 

 

 

 

項目 

 
 
 

 

 

 

評価内容 

 
 
 

 

評価(該当する□内に○をつけてください) 

 

     

Ｓ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ 

秀でているレ

ベルに達した 
優れているレ

ベルに達した 
良いレベル

に達した 
目標レベル

に達した 
目標に達し

ていない 

 

 

教育者の 

資質 

（意欲・ 

態度） 

 

幼児の考えや行動を理解し掌握できる      

指導性をもって行動する      

責任感をもって行動する      

協調性をもって行動する      

常識的な態度をもって行動する      

意欲的な態度をもって行動する      

守秘義務など職業倫理規定を理解して実践できる      

環境整備 環境への配慮が考慮できる      

 

 

指導技術 

 

 

効果的な保育内容を理解し、実践できる      

臨機応変な処置ができる      

個々の子どもへの指導ができる      

子どもの集団への指導ができる      

実習課題の到達を見据えた実習の実践ができる      

部分実習 

責任実習 

指導計画 

 

指導目標を理解している      

内容及び教材の研究ができる      

指導案の立案と実施ができる      

教材・用具の準備ができる      

 

研究態度 

 

興味・熱意がある      

記録の整理ができる      

自己の今後の課題を明確化にできる      

 

 
 
 
 
 
総合所見 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

 

 
 
 
 
総合評価 

(該当するものに○ 

をつけてください） 
 
 
 
 
 

 

Ｓ：実習生として秀でてい

るレベルに達した 
Ａ：実習生として優れてい

るレベルに達した 
Ｂ：実習生として、良いレ

ベルに達した（ふつう） 

Ｃ：実習生としての目標レ

ベルに達した（改善は見ら

れないが、態度がよい） 
Ｄ：実習生としての目標に

達していない 
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【資料２０】 
 

保育実習計画 

 
【保育実習】 

 
１．全体の方針 
 保育実習は、大学等で習得した全教科の知識、技能を基礎とし、これらを総合的に実践する応用能力

を養うため、児童に対する理解を通じて保育の理論と実践の関係について習熟することを目的としてい

る。 
 
２．実習の段階、期間、時間数 
 実習は、１年次の春休み（２月）から２年次の夏休み（９月）までに行う。 

実習の段階 期間 時間数 人数 

保 

育 

実 

習 

Ｉ 

（保育所） 保育所における実習 
 

11日間（2～3月）［施設:8～9月］ 90時間 前班：50人 

 11日間（8～9月）［施設:2～3月］ 90時間 後班：50人 

（施設） 児童福祉施設等における実習 

 

11日間（2～3月）［保育所:8～9月］ 90時間 後班：50人 

 11日間（8～9月）［保育所:2～3月］ 90時間 前班：50人 

保育実習Ⅱ 保育所における実習 10日間（8～9月） 90時間 選択した学生 

保育実習Ⅲ 児童福祉施設等における実習 

（保育所以外） 
10日間（8～9月） 90時間 選択した学生 

 
３．保育実習の内容 
 1)保育実習事前指導 
  事前指導等を通して、保育実習の心構えと準備を十分に行い実習に臨む。 
  ①保育実習の意義及び目的を理解する。 
  ②保育士の職務内容と、職業人としての倫理を十分理解する。 

  ・保育士が他者に与える影響の大きさを十分認識し、常に適切に行動するよう心がける。 
  ・施設利用者の個人情報等職業上知り得た情報に守秘義務があることを理解し、実習生も遵守する。 
 
 2)実習の手順 
  ①実習先は、個別に手続きを進め、調整を行い実施する。 
   なお、「池坊保育所」での実習に関しては、学校側で調整を行う。 

  ②実習の事前、事後指導計画に従い準備等を進め、実習先が決まったら、その施設の設置目的、 

特徴、方針、指導形態等の情報を得るなど十分な準備を行う。 
  ③実習に先立ち、実習先との打ち合わせ（オリエンテーション）を行う。 
 
 3)評価の方法について 
  評価は、各実習施設からの評価（所定の評価表による）、本校における実習指導・実習日誌等を加

味し、総合的に評価を受ける。 
 
 4)保育実習事後指導 
  実習成果をより確実なものとするために、実習終了後に次のような点を振り返り、新たな学習課題

とする。 
  ①実習の目的がどの程度達成されたかを振り返り、改めて実習の意義を考え、次の実習に備える。 

  ②実習をとおして感じた問題点や学習課題については、卒業までの課題として、積極的に取り組む。 
  ③実習先から得た指摘や評価については、真撃に受け止め以後の学習に生かす。 
  ④実習報告会（２年次の 12月または１月に予定）を実施し、学生同士の実習体験を聞き、報告し、

様々な経験を共有する。 
  ⑤実習が終了後、各実習に対してのレポート（実習レポート）を作成し、「実習記録集」として公

表する。 



- 2 - 

【保育実習Ｉ（施設）】 
 
１．目的 
 施設実習は、施設養護に関する知識や技術に基づいて、社会福祉施設において実際に養護業務を体験

することにより、福祉施設の機能や役割を理解することを目的とする。更に、施設における保育士の役

割と職務内容を具体的に理解するとともに、これまでの知識、技術の一層の向上を図ることを目的とす

る。 
 
 
２．実習の各段階とその内容 
 実習施設の状況等により、適宜、内容が再編成されるものであることを理解し、実習先の指示に従っ

て実習することとする。 
 ①見学 
  実習施設の概要を理解するために、事前の打ち合わせ時（オリエンテーション）等に行う。 
 ②観察・参加 
  施設養護の全般を客観的に把握するために、１日の生活の流れを理解し、利用者、保育士や他の職

員の様子を全体的に把握する。 

 ③参加実習 
  保育士や職員の補助的立場で施設の養護活動に直接参加し、体験的に学習する。具体的な内容とし

ては、(1)基本的な生活習慣の指導の理解と援助、(2)生活訓練、矯正、治療などへの支援活動の理解

と支援、(3)学習指導、余暇指導、(4)集団の中の一員及び個人としての利用者との人間的なふれあい

の中で、保育士としての基本的な資質を身につける、(5)利用者の基本的な理解と、精神的・身体的発

達の特性を知り、適切な対応と援助について学ぶ。(6)職員の職種別の役割分担と連携の大切さについ

て学ぶなどである。 
 ④指導実習（部分実習） 
  保育士の職務の一部を担当することにより、養護の実際を体験する。 
 
 
 

【保育実習Ｉ（保育所）】 
 
１．目的 
 保育の実際に接して、子どもと保育の全体について知ることと保育所の役割の概略を理解することを

目的とする。あわせて、子どもとの関わりを通じて、乳幼児の発達と保育の意義について理解する。 
 

２．実習の段階とその内容 
 ①打ち合わせ・見学 
  実習に入る前に、実習先の保育所に出向き、保育所の概要及び保育所の１日の流れの概略を知る。 
 ②観察・参加実習 
  実習の初期は、(1)保育所での乳幼児の姿の観察、(2)保育士の援助行動について観察と保育への参

加、(3)環境構成について観察などを行い、保育所や保育士の動き、子どもたちの保育所内での姿など

について観察理解をする。 
 ③参加・部分実習 
  実習の中期では、(1)保育環境の整備、(2)自由遊び場面での子どもたちの遊びを通して子どもたち

を理解するための手がかりを得る、(3)クラス保育の場面では担当保育士の要請に従い保育士の補助をし

ながら、クラス活動の流れを理解し、(4)担当保育士の指示に従い保育の一部分の実践を担当し、(5)生

活援助全般について年齢別に体験するなどの実践を通して、子どもたちを理解し、さらに保育士と子ど

もとの関わり方や保育士の仕事等を理解する。 
 ④指導実習（部分実習） 
  実習の最後には、実習状況や保育所側の判断に従って、実習生は担当する時間の指導案を担当保育

士の指導のもとに作成し、保育を実践する。 
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【保育実習Ⅱ】 
 
１．目的 
 本実習の目的は、実習生が保育所の保育を実践し、個性に応じて適切な保育ができる保育士として必

要な資質・能力・技術を習得することと合わせ、子どもをもつ家庭の福祉に対する理解を深め、子育て

を支援するための能力を養うことである。 
 
 
２．実習の過程 
 ①課題の設定 
  本実習は、保育所における２度目の実習なので、前回より実習内容が深化したものとなることが期

待される。保育所実習Ⅱの保育所実習においては、課題を設定して実習に臨むこととする。例えば、保

育所に課せられた今日的課題の中から特に関心のあるものを課題として取り組んでもよい。実習課題に

ついては実習先と協議し、配属クラスや実習内容を決めることとする。 
 
 ②参加・部分実習 
  実習Ｉでの経験を踏まえながら、担当保育士の指導のもとに積極的に参加する。 

 
 ③部分保育 
  部分実習では、担当保育士の指導のもとに異なる時間帯の部分実習を３回程度、指導計画を立てて

実践する。 
 
 ④全日実習 

  全日実習では１日の指導計画を立て、できる範囲内の時間帯の指導・援助を担当し、保育士の支援

のもとに実践する。さらに、研究保育の形態をとり、多くの保育士に参観してもらうことも考えられよ

う。どの形態をとるにしても、全日実習終了後は、反省会を開催し、直接さまざまな講評をいただくこ

とで、実習生自身の不足部分や良い部分を明確にし、自分が取り組まなければならない新たな課題を見

出すことができる。 
 

 ⑤実習のまとめ 
  実習最終日は、全日実習で指摘された実習生の課題について実践的に取り組める場合もあるし、今

後の課題として学校に持ち帰る場合もある。そうした課題については、実習生は実習の事後指導とも合

わせてさらに追求することになる。 
 
 

３．実習にあたっての準備 
  保育所実習Ｉの際の準備と同じである。この実習は、課題を持った実習であることから、より一層

主体的・追求的な態度で実習に臨むことが重要である。 
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【保育実習Ⅲ】 
 
１．目的 
 本実習は、社会福祉関係諸法令の規定に基づき設置されている福祉施設における養護活動を実際に体

験し、保育士として必要な資質・能力・技術を習得するとともに、家庭と地域の生活状況を把握し、子

ども家庭福祉ニーズに対する理解力、判断力を養い、子育てを支援するた釧こ必要な能力を養うことを

目的とする。また、保育実習Ｉの内容をより深化させ、拡張化させた内容が期待されることから、福祉

施設の機能、役割を十分に理解し、今日的課題の中から、特に関心のあるものを事前に取り上げ、自己

の課題として取り組むことが重要である。 
 
 

２．実習の各段階とその内容 
 ①見学実習 
  実習施設の概要と設置日的、沿革等理解する。 
 
 ②観察・参加実習 
  施設の１日の流れや各職種のポジショニングを理解するとともに、守秘義務についての重要性を体

得する。 
 
 ③参加実習 
  スーパーバイザーや他の保育士、施設職員の補助的立場にて養護活動に直接参加し、具体的指導の

下、知識・技術の向上を図る。 
 

 ④指導実習（部分実習） 
  保育士の職務の一部を担当することにより、養護の実際を体験的に習得する。 
 
 
３．実習にあたっての準備 
  保育所実習Ｉの際の準備と同じである。この実習は、課題を持った実習であることから、より一層

主体的・追求的な態度で実習に臨むことが重要である。 


